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受
け
入
れ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ブ
リ
ザ
ー
ド
が
吹
き
荒
れ
、

外
出
禁
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、

厚
い
氷
に
阻
ま
れ
、「
し
ら
せ
」が

接
岸
で
き
な
か
っ
た
り
と
、
気
象

条
件
の
厳
し
い
南
極
で
は
、
物
事

が
思
い
通
り
に
進
ま
な
い
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
状

況
を
客
観
的
に
分
析
す
る
力
と
、

あ
き
ら
め
な
い
精
神
の
重
要
性
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

南
極
生
活
で
最
も
大
切
な
こ
と

は
、
自
然
と
う
ま
く
向
き
合
う
こ

と
。
こ
の
こ
と
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
野
生
復
帰
を
進
め
る
本
市
で
も

当
て
は
ま
る
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
健
康
な「
地
球
」が
あ

っ
て
こ
そ
の
私
た
ち
。
日
本
を
離

れ
、
南
極
に
来
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
で
地
球
を
見
つ
め
直
せ
た
か

ら
こ
そ
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で

し
た
。

ー
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

厳
し
く
も
あ
り
、
美
し
い
南
極

の
世
界
や
私
の
体
験
を
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ず
れ
は
市
の
環
境
政
策

の
面
で
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ん
の
心
を
こ
れ
か
ら
も
受
け
継

い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー
昭
和
基
地
で
の
仕
事
内
容
は
？

　

昭
和
基
地
で
は
、
環
境
保
全
部

門
の
仕
事
を
担
当
し
ま
し
た
。
昭

和
基
地
か
ら
出
る
ご
み
の
処
理
や

汚
水
処
理
が
主
な
仕
事
で
す
。
ご

み
は
焼
却
し
た
り
、
圧
縮
し
た
り
、

切
断
し
た
り
し
て
、一
年
後
、日
本

に
持
ち
帰
れ
る
よ
う
処
理
し
ま
す
。

汚
水
は
浄
化
し
て
、
き
れ
い
に
な

っ
た
水
だ
け
を
海
に
還
し
ま
す
。

　

昭
和
基
地
の
ご
み
は
24
種
類
に

分
別
さ
れ
ま
す
。
こ
の
中
で
、「
燃

え
る
も
の
」は
焼
却
炉
で
焼
却
し
、

「
生
ご
み
」（
食
堂
で
出
る
ご
み
な

ど
）は
一
旦
、炭
化
装
置
で
炭
に
し

た
後
、
焼
却
し
、
そ
の
灰
を
ド
ラ

ム
缶
に
詰
め
て
持
ち
帰
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

今
年
も「
し
ら
せ
」が
昭
和
基
地
に

接
岸
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
私
た

ち
が
一
年
か
け
て
整
理
し
た
廃
棄

物
の
多
く
は
昭
和
基
地
に
残
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
基
地
を
離
れ

る
に
当
た
り
、
こ
の
こ
と
が
非
常

に
残
念
で
し
た
。

ー
自
分
の
肌
で
感
じ
た
南
極
は
？

　

南
極
の
自
然
は
、
想
像
以
上
に

厳
し
く
、
簡
単
に
私
た
ち
人
間
を

ー
南
極
に
行
こ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
？

　

き
っ
か
け
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
大
学
の
先
輩
が
南
極
に
行

か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
う

ら
や
ま
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
私
自
身
南
極
と
い
う
地
に
た

い
へ
ん
興
味
が
あ
り
、
非
常
に
関

心
が
あ
っ
た
こ
と
が
一
つ
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
南
極
で
実
体
験
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
高
の
教
材

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
帰

っ
て
き
て
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
や

市
民
の
方
に
経
験
を
話
す
機
会
が

得
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と

で
す
。

　

三
つ
目
は
、
一
流
の
研
究
者
の

皆
さ
ん
と
生
活
を
共
に
し
、
世
界

に
貢
献
で
き
る
観
測
活
動
に
自
分

自
身
が
参
加
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
、
南
極
へ
。
実
際
、
何

の
目
印
も
な
い
真
っ
白
な
大
陸
に

降
り
立
っ
た
と
き
は
、
大
氷
原
に

ポ
ツ
ン
と
一
人
取
り
残
さ
れ
た
よ

う
な
感
じ
が
し
て
、
恐
怖
心
を
抱

き
ま
し
た
。

　

南
極
の
自
然
を
目
の
当
た
り
に

し
、
改
め
て
植
村
さ
ん
の
勇
気
と

冒
険
心
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。「
夢

を
持
ち
、
挑
戦
す
る
」こ
の
植
村

　
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
と
し
て
、
1
年
4
カ
月
、

昭
和
基
地
で
越
冬
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　
毎
日
、
毎
日
、
南
極
の
自
然
と
格
闘
し
て
い
る
う
ち
に
1
年
が

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
不
安
と
希
望
を
抱
い
て
挑
ん
だ
越
冬
生

活
で
し
た
が
、
多
く
の
応
援
に
励
ま
さ
れ
、
ま
た
素
晴
ら
し
い
仲

間
に
助
け
ら
れ
、
無
事
任
務
を
終
え
て
豊
岡
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44

-

1
5
1
5

南
極
か
ら
無
事
に
帰
還
し
ま
し
た

お
か
え
り
な
さ
い
、宮
下
隊
員昭和基地での最後の仕事、自然エネルギー棟建設工事の合間に

私が
選んだ！

　私がいちばん見たかったものは、コウテイペンギ
ンでした。ペンギンの中で一番大きく、風格のある姿
をどうしても間近で見たかったのです。2012年11月
10日、3羽のコウテイペンギンが基地を訪問してくれ
ました。これには大感激！

①コウテイペンギン、昭和基地に現る！

　9月13日の最低気
温はマイナス43.9度、
最高気温はマイナス
34.1度。
　寒いというより「痛
い」と表現したほうが
ピッタリかもしれません。昭和基地観測史上歴代第
2位を記録しました。
※写真はマイナス38度のときのもの

③氷点下43.9度の最低気温を記録（観測史上第2位） 　正しく基地の業務が行われ
ているか調査。厳しい検査かと
ドキドキしましたが、和やかな雰
囲気の中、無事に終りました。

⑦米・露合同査察団が基地を訪問

　数年に一度しか釣れないと
いわれる、幻の深海魚ライギョ
ダマシ。なんと80㎝の大物を釣
り上げ大興奮しました。

⑧深海魚ライギョダマシを釣
　り上げる

　地球の南の果て
からファックスで投
票しました。私の票
は豊岡市に届けら
れ、豊岡市民の一
票となりました。貴重な経験でした。

⑨衆議院議員選挙、南極から投票

　とうとうやってきた越冬交代。みんな良い
笑顔です。昨年2月に第53次隊が越冬を

開始してから1年、とても寒く辛いときもありましたが、
無事この日を迎えられました。
これも31人の団結力だと思い
ます。私は残業のため、少し
遅れて2月10日に「しらせ」に
乗り込みました。

南極派遣を終えて…
　南極は唯一地球上でどこの国にも属さない地域。そして、厳しい
自然に守られてきた南極は、「ふしぎ」の宝庫です。これまでもそうで
あったように、これからも世界共通の財産として大切に守り、さまざま
な研究によって、「ふしぎ」を解明していってほしいと思います。厳し
くも魅力いっぱいの南極。何年後かにまた観測隊員が豊岡から生
まれることを希望します。　 第53次南極地域観測隊　宮下泰尚

⑩第53次隊、第54次隊越冬交代式終る
  衛星通信システムを使って、昭和基地と豊
岡市をつないで、市内の小学5年生約550
人に南極教室を行いました。豊岡市の皆さ
んと会話ができたときはビックリしました。

④豊岡市内5年生に南極教室を行いました

　南半球の冬至に当たる6月21
日の前後5日間にわたって行われ
る、越冬期間中最大のイベント。
　太陽が昇らない時期「極夜」を
楽しく過ごすため、工夫を凝らし
た催し物を考え、隊員全員で楽しみます。

⑤ミッドウィンターフェスティバル委員長に就任

　厚い氷に阻ま
れ昭和基地沖
21㎞で停泊。18
年ぶりの接岸断
念となりました。

⑥観測船「しらせ」接岸できず

　オーロラの神秘的な姿に見とれてしまいました。昭和
基地は、オーロラが発生しやすい地域、「オーロラベルト」
の真下に位置するため、オーロラ観測にとって理想的な
場所だそうです。

②七色に揺らめくオーロラ南極越冬10大ニュース

風が作り出した模様
「サスツルギ」

氷山　ふもとは数十万
年前の氷
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　「
豊
岡
市
に
お
け
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方
計
画
」に
基
づ
き
、
五
荘
幼
稚
園
と
奈
佐
幼
稚
園
を
再
編
し

た「
五
荘
奈
佐
幼
稚
園
」の
新
園
舎
が
完
成
し
、
4
・
5
歳
児
の
2
年
保
育
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
八
条
認
定
こ
ど
も
園
」「
港
認
定
こ
ど
も
園
」は
、
既
設
建
物
を
活
用
し
て
、
本
年
度
か
ら
認
定
こ
ど
も

園
が
開
園
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
豊
岡
め
ぐ
み
、
豊
岡
ひ
か
り
、
田
鶴
野
、
新
田
、
中
筋
、
神
美
幼
稚
園
で
は
、

4
・
5
歳
児
の
2
年
保
育
を
開
始
し
ま
し
た
。　

 

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
企
画
係
☎
29

-

0
0
5
3

五
荘
奈
佐
幼
稚
園
が
新
園
舎
で
開
園
、

　
八
条･

港
の
認
定
こ
ど
も
園
は

 

　
　
既
設
園
舎
を
活
用
し
て
開
園
し
ま
し
た

【五荘奈佐幼稚園】  園児数　105人
　五荘地区と奈佐地区を通園区とした鉄骨造２階建の市
内最大規模の幼稚園です。吹き抜けの遊戯室が特徴的
で、太陽光発電装置を備えた環境に配慮した施設です。

◀先生のお話
　たのしいな！

▲中に入ると木
の香りがする
五荘奈佐幼稚
園の新園舎

【八条認定こども園】
園児数　234人
（短時間児　57人、長時間児　177人）
　八条幼稚園と八条（城南）保育園を渡り廊
下で接続し、保育室を２室増築しました。敷
地を隔てていた市道は廃止され、園庭が一体
的に使えるようになりました。

【港認定こども園】
園児数　50人
（短時間児　15人、長時間児　35人）
　建築基準法の改正などにより、港認定こど
も園施設整備工事が遅れたため、仮園舎での
開園となりました。今年７月に新しい園舎に
移ります。
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ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す
！

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
」に
基
づ
き
、
教

育
委
員
会
が
委
嘱
し
た
非
常
勤
の

職
員
で
す
。

▽
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
職
務

　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
の
た
め
の
事

業
の
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
な
ら

び
に
住
民
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の

実
技
の
指
導
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
指
導
お
よ
び
助
言
を
行

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、体
育
の
日
に
開

催
す
る「
と
よ
お
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」の
企
画
運
営
や「
ニ

ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
」の
普

及
・
指
導
な

ど
を
行
う
ほ

か
、
地
域
で

の
運
動
会
・
球
技
大
会
な
ど
の
運

営
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
、
5
月
26
日

（
日
）に
県
立
但
馬
ド
ー
ム
で
開
催

の「
T
A
J
I
M
A
D
O
M
E
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、6
月
15
日（
土
）

に
ア
イ
テ
ィ
7
階
ス
カ
イ
ド
ー
ム

で
開
催
の「
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
開

局
15
周
年
イ
ベ
ン
ト
」に
も
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
の
指
導
に
伺
い
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、「
だ
れ

も
が
、
い
つ
ま
で
も
、
気
軽
に
自

由
に
楽
し
め
る
も
の
」で
す
。
日

頃
運
動
を
し
て
い
な
い
方
で
も
す

ぐ
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
公
式
ワ
ナ
ゲ
」、「
囲
碁
ボ
ー
ル
」

「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」な
ど
、

楽
し
い
種
目
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
に
触
れ
、
体
を
動
か
し
ま
し

ょ
う
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を
動
か

し
た
い
方
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
4
月
15
日
に
豊
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
末
ま
で
の
2
年
間
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

　《
問
合
せ
》
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21

-

9
0
2
3

▲スポーツフェスティバル2012でのポールウォーキング指導の様子

▲出前講座でのキンボール指導の様子

小
林
一
聡

小
山
通
代

達
富
由
香
里

藤
原
　
誠

大
井
広
光

中
田
千
香
子

伊
藤
伸
一

高
木
裕
子

谷
垣
慎
也

上
崎
重
樹

中
家
　
清

坪
内
　
崇

濱
田
康
子

木
本
浩
美

米
原
宗
浩

由
良
亮
司

村
尾
賢
二

浅
田
　
徹

橋
本
　
敬

岡
田
　
茂

小
川
　
昇

久
田
成
人

中
尾
　
浩

坂
井
栄
実

紀
氏
隆
宏

松
井
　
勉

氏
　
名

日
高
町
上
石

日
高
町
上
郷

竹
野
町
御
又

竹
野
町
二
連
原

竹
野
町
須
谷

竹
野
町
切
浜

竹
野
町
竹
野

城
崎
町
湯
島

城
崎
町
湯
島

城
崎
町
今
津

城
崎
町
湯
島

三
宅
瀬
戸
田
結
宮
井
引
野
大
篠
岡
今
森
江
野
下
陰
野
上
梶
原

九
日
市
下
町

塩
津
町

中
央
町

城
南
町

住
　
所

本
田
　
敏

稲
木
哲
也

大
田
和
弘
朗

小
山
洋
慶

野
末
八
千
代

植
田
博
成

山
内
真
由
美

中
山
祐
一

橋
本
昌
明

吉
谷
禮
子

竹
下
政
信

土
野
洋
平

久
木
田
憲
彦

坂
本
　
貢

浦
上
美
佐
子

西
池
美
幸

石
野
勝
己

増
田
義
人

中
嶋
し
の
ぶ

今
西
俊
也

山
田
博
規

水
嶋
芳
一

宿
南
梨
恵
子

小
田
垣
　
修

石
口
富
美
子

一
幡
慎
一

氏
　
名

但
東
町
赤
花

但
東
町
大
河
内

但
東
町
薬
王
寺

但
東
町
久
畑

但
東
町
平
田

但
東
町
唐
川

出
石
町
宮
内

出
石
町
宮
内

出
石
町
福
居

出
石
町
森
井

出
石
町
細
見

出
石
町
寺
坂

出
石
町
日
野
辺

出
石
町
上
村

出
石
町
中
村

出
石
町
内
町

出
石
町
東
條

日
高
町
山
田

日
高
町
石
井

日
高
町
山
宮

日
高
町
殿

日
高
町
伊
府

日
高
町
久
田
谷

日
高
町
国
分
寺

日
高
町
藤
井

日
高
町
中

住
　
所

スポーツ推進委員一覧



　市では、市民の皆さんに広く市政を知っていただき、一緒になってまちづくりを進めていく
ため、｢豊岡市政出前講座｣を開設しています。
　出前講座は、市民の皆さんが開催される勉強会などに依頼を受けて、市の職員が講師として
出向き、市が行っている事業や施策などをお話させていただく制度です。皆さん、ぜひ、利用し
てください。

《問合せ》秘書広報課広報・交流係☎23-1111

豊岡市政出前講座のご案内

豊岡市政出前講座メニュー一覧表

番
号

メ
ニ
ュ
ー

担
当
課

1

市
議
会
の
し
く
み
・
地
方
議
会
の
役
割

議
会
事
務
局

2
〝
対
話
と
共
感
〞の
市
政

〜
広
報
・
広
聴
事
業
か
ら
〜

秘
書
広
報
課

3

一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
社
会
へ

〜
男
女
共
同
参
画
〜

4

小
規
模
集
落
の
活
性
化
と定

住
促
進
の
取
組
み

政
策
調
整
課

5

豊
岡
市
の
台
所（
財
政
）事
情

〜
健
全
財
政
に
向
け
た
取
組
み
〜

財

政

課

6

外
湯
の
歴
史
と
城
崎
温
泉

城
崎
温
泉
課

7

出
石
城
下
町
の
ま
ち
づ
く
り

（
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
）
出

石

支

所

8

地
震
と
津
波
の
話

〜
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
〜

防　

災　

課

9

風
水
害
の
話
〜
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
〜

10

地
域
の
力
を
蓄
え
る
…
自
主
防
災
組
織
の
活

動

11

い
よ
い
よ
完
成
‼「
豊
岡
市
新
庁
舎
」

新
庁
舎
建
設
室

12

豊
岡
市
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

市

民

課

13

豊
岡
市
の
国
民
健
康
保
険
制
度

14

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心

〜
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
〜

15

捨
て
れ
ば「
ご
み
」生
か
せ
ば「
資
源
」

〜
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
〜

生
活
環
境
課

16

知
っ
て
得
す
る
消
費
者
問
題

〜
悪
質
な
業
者
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
〜

17

豊
岡
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
役
割

（
ご
み
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
）
環
境
セ
ン
タ
ー

18

市
税
っ
て
何
？

な
ぜ
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

税

務

課

19

福
祉
の
し
く
み

社
会
福
祉
課

20

障
害
者
福
祉
の
い
ま

21

高
齢
者
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

（
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
）
高
年
福
祉
課

22

認
知
症
の
理
解
と
支
援

（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
）

23

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に「豊

岡
市
の
介
護
保
険
制
度
」
介
護
保
険
課

◆利用できる方　市内に居住、勤務または通学している方
で、かつ、おおむね10人以上で構成された
グループ、団体

◆利 用 期 限　平成26年３月20日（土･日曜日、祝日も利用
できます）

　　　　　　　　ただし、12月25日～翌年１月15日までを除
く

◆講座メニュー　出前講座メニュー一覧表のとおり
◆講 座 時 間　午前９時～午後９時の間で、１講座90分以

内（複数の講座の利用も可能です）
◆会　　　　場　受講者が確保してください（市内に限る）。
◆費　　　　用　講師の派遣は無料。ただし、会場借上料などは受講者負担です。
◆申 込 方 法　代表の方が、講座開催希望日の１カ月前までに、直接、市役所担当課（下表参照）

に申し込みください。
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番
号

メ
ニ
ュ
ー

担
当
課

24

保
健
セ
ン
タ
ー
の
役
割

健
康
増
進
課

25

私
も
地
域
も
元
気
に
！

〜
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
の
す
す
め
〜

26

環
境
都
市〝
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
〞を
目
指
し
て

（
豊
岡
市
経
済
成
長
戦
略
）

環
境
経
済
課

27

豊
岡
の
風
土
が
育
む
特
産
業

28

豊
岡
市
に
お
け
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

29

豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
の
実
現
に
向
け
た

豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
し
く
み

30

豊
岡
に
も
っ
と
働
き
場
所
を
！

（
企
業
誘
致
の
取
組
み
）
企
業
誘
致
課

31

豊
岡
か
ら
全
国
、
そ
し
て
世
界
へ
！

豊
岡
市
の
情
報
戦
略

大

交

流

課

32

豊
岡
市
の
観
光

33

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組
み

34

ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ（
豊
岡
編
・
城
崎

編
・
竹
野
編
・
日
高
編
・
出
石
編
・
但
東
編
）

35

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
目
指
す
も
の
は

農
林
水
産
課

36
「
バ
イ
オ
マ
ス
」を
知
っ
て
ま
す
か
？

37
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舞｣

農
産
物
と
は
？

38

豊
岡
市
の
森
と
海（林

業
と
水
産
業
の
取
組
み
）

39

地
域
で
取
り
組
む
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
対
策

40

農
業
を
持
続
可
能
な
も
の
に
‼

（
豊
岡
市
農
業
振
興
戦
略
）

41

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を
学
ぼ
う
！

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

42

土
地
の
境
界
ど
こ
で
す
か
？

〜
役
立
つ
地
籍
調
査
〜

地
籍
調
査
課

43

稲
作
農
家
の
み
な
さ
ま
へ

〜
水
稲
共
済
の
引
受
か
ら
損
害
評
価
ま
で
〜

農
業
共
済
課

44

橋
も
長
く
生
き
た
〜
い（
橋
の
長
寿
命
化
）

建　

設　

課

45

都
市
計
画
と
こ
れ
か
ら
の「
ま
ち
づ
く
り
」

都
市
整
備
課

46

み
ん
な
で
支
え
る
公
共
交
通
機
関

47
〝
ち
ょ
こ
っ
と
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
〞

市
街
地
循
環
バ
ス「
コ
バ
ス
」

番
号

メ
ニ
ュ
ー

担
当
課

48

快
適
・
便
利
・
さ
ら
に
お
得
！

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

都
市
整
備
課

49

わ
が
家
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！
〜
地
震
へ
の
備

え
は
大
丈
夫
？
エ
コ
な
住
宅
を
目
指
し
て
〜

建
築
住
宅
課

50

豊
岡
市
の
現
金
・
基
金
の
出
納
と
保
管

会　

計　

課

51

住
宅
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

…
各
家
庭
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
！

消

防

本

部

52

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

…
地
震
・
風
水
害
の
備
え
と
心
構
え

53

消
防
署
の
仕
事

〔
生
命（
い
の
ち
）を
守
る
た
め
に
〕

54

安
心
と
安
全
の
水
道
水

水

道

課

55

暮
ら
し
と
環
境
を
守
る
下
水
道

下

水

道

課

56
〝
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
〞校
園
庭
の
芝
生
化

教
育
総
務
課

57

豊
岡
市
の
安
全
で
お
い
し
い

学
校
給
食
に
つ
い
て

58

は
ば
た
き
プ
ラ
ン
の
推
進（
小
中
連
携
教
育
）

こ
ど
も
教
育
課

59

は
ば
た
き
プ
ラ
ン
の
推
進（
小
規
模
校
に
お

け
る
課
題
解
決
の
た
め
の
小
小
連
携
教
育
）

60

子
ど
も
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
生
き

と
輝
く
教
育
を
目
指
し
て

（
豊
岡
市
教
育
行
動
計
画
）

61

乳
幼
児
期
の
心
と
体
を
育
て
る

「
3
歳
か
ら
の
す
く
す
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

こ
ど
も
育
成
課

62

体
験
し
て
み
よ
う

〜
親
子
で
楽
し
く
運
動
遊
び
〜

63

楽
し
く
遊
ん
で
育
つ
の
は「
体
」だ
け
じ
ゃ
な

い「
心
」も
育
つ
運
動
遊
び
事
業

64

人
権
感
覚
を
高
め
よ
う

〜
互
い
に
認
め
合
い
一
人
一
人
が

尊
重
さ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜

生
涯
学
習
課

65

子
ど
も
と
心
で
つ
な
が
る
市
民
運
動

〜
青
少
年
健
全
育
成
〜

66

が
ん
ば
れ　

ど
ろ
ん
こ　

ち
る
ど
れ
ん

〜
子
ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦
〜

67

く
ら
し
の
中
に
図
書
館
を（
図
書
館
）

68

絵
本
と
の
出
会
い

楽
し
い
読
み
聞
か
せ（
図
書
館
）

69

世
界
の
冒
険
家
植
村
直
己
の
冒
険
功
績
、

人
と
心
を
紹
介（
植
村
直
己
冒
険
館
）

番
号

メ
ニ
ュ
ー

担
当
課

70

人
は
な
ぜ
南
極
へ
向
か
う
の
か

〜
職
員
が
見
た
あ
り
の
ま
ま
の
南
極
〜

生
涯
学
習
課

71

10
月
8
日
は「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」

〜
輝
く
未
来
に
向
け
て
〜

72

豊
岡
市
の
近
代
化
遺
産

文
化
振
興
課

73

ぶ
ら
り
豊
岡
の
城
下
町

（
豊
岡
の
城
下
町
を
歩
く
）

74

気
楽
に
歴
史
ロ
マ
ン

（
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
）

75

山
城
と
寺
跡
を
歩
く

（
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
）

76

出
土
品
か
ら
た
ど
る
人
と
物
の
交
流

（
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
）

77

古
代
但
馬
の
都
、
国
府
・
国
分
寺

（
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
）

78

皆
さ
ん
の
地
域
の
歴
史
を
知
る

（
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
）

79

化
石
か
ら
知
る
豊
岡
市
の
大
地

（
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
）

80

豊
岡
の
銅
鐸

－

弥
生
時
代
の
ま
つ
り

－

（
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
）

81

豊
岡
を
歩
い
た
伊
能
忠
敬

（
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
）

82

豊
岡
市
の
両
生
類
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

す
べ
て（
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
）

83

ス
ー
ホ
ー
の
白
い
馬
〜
モ
ン
ゴ
ル
っ
て
ど
ん

な
国
？
〜（
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
）

84

モ
ン
ゴ
ル
の
暮
ら
し
と
文
化

（
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
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参加しよう！豊岡エコポイント
　平成24年７月にスタートした豊岡エコポイント制度。市民エコポイント、企業エコポイントと
も４月から対象行動が増え、ますます参加しやすくなっています。

《問合せ》環境経済課エコバレー推進係☎21-9012

　豊岡市は環境都市「豊岡エコバレー」の実現を目指しています。エコバレーとは｢コウノトリも暮らしの中
にいるまち｣｢エコで市民が豊かになるまち｣ ｢みんなでエコに取り組むまち｣です。
　その一つの手段として、豊岡エコポイント制度があります。
・市民エコポイント…市は、市民の皆さんが環境行動を行うとポイントを付与します。
　　　　　　　　　　10ポイントで１回抽選できる｢市民エコポイント抽選会｣に参加できます。
・企業エコポイント…市は、市内の事業者が環境に良い行動を行った場合にポイントを付与し、自社の省

エネ改修などをした際に、１ポイントを１円に換算してエコバレー協力金を交付し
ます。

　皆さんがより一層ポイントを取得しやすくするため、対象行動を増やしました。家族で、地域で、仕
事場で、ぜひ、取り組んでみましょう。

　　　　　　　　 企業エコポイント取得状況　　 平成25年３月31日現在

番号 事業所名 取得
ポイント 番号 事業所名 取得

ポイント 番号 事業所名 取得
ポイント

１ 有限会社　荒田造園 5,000 22 有限会社　マジック 5,000 43 株式会社くまだ建工社豊岡営業所 115,000 

２ 株式会社山寅組豊岡支店 62,500 23 カネカソーラーテック株式会社 7,500 44 京川真一建築 5,000 

３ 株式会社フクダ 7,500 24 株式会社　長谷川電機 15,000 45 山田建設 55,000 

４ 株式会社キヅキ商会 45,000 25 ハッピートークなかむら 95,000 46 田中建築 15,000 

５ コウノトリ羽ばたく会
株式会社 5,000 26 米沢ラジオ商会 15,000 47 陰建築 5,000 

６ 丸萬中源株式会社 5,000 27 株式会社　伊藤組豊岡営業所 25,000 48 非公開 5,000 

７ 日段株式会社出石工場 5,000 28 有限会社　三世商事 45,000 49 吉岡工務店 5,000 

８ 有限会社ミカサ建設 15,000 29 三和商事株式会社 25,000 50 非公開 15,000 

９ 株式会社　上杉工務店 435,000 30 株式会社　川見建設 85,000 51 株式会社ふじ豊岡支店 55,000 

10 田中建設 15,000 31 株式会社　共栄建設工業 15,000 52 有限会社大木本建設 5,000 

11 有限会社うりた重機興業 105,000 32 非公開 15,000 53 株式会社藤垣建設 5,000 

12 拡運建設株式会社 65,000 33 福富電気店 25,000 54 株式会社田内工務店 5,000 

13 有限会社田村土建 105,000 34 有限会社　中尾建設 5,000 55 株式会社マルテン 55,000 

14 株式会社　谷垣 5,000 35 加藤建設 5,000 56 株式会社北近畿緑地建設 5,000 

15 株式会社　谷垣工業 115,000 36 戸田建築 105,000 57 全但バス株式会社豊岡営業所 7,500 

16 坪田商事株式会社 27,500 37 ITセミコン株式会社豊岡工場 5,000 58 岸本組土木興業 5,000 

17 非公開 55,000 38 ニッポー通信株式会社 5,000 59 株式会社東豊精工 7,500

18 北但自動車株式会社 55,000 39 但馬土建工業株式会社 105,000 60 株式会社土生田工務店 25,000

19 株式会社さんれいフーズ豊岡営業所 5,000 40 非公開 45,000 61 土出建築 5,000

20 非公開 5,000 41 株式会社クレス 605,000

21 非公開 35,000 42 袖長建設有限会社 115,000 取得ポイント合計　2,945,000
エコポイント協力店・マイバッグ運動協力店を募集します。
　各協力店には企業エコポイントを年間10,000ポイント交付します（詳細は、問い合わせてください）。
○エコポイント協力店
・市役所で行っている市民エコポイントの引換え業務を代行していただける店舗
・市民エコポイントの対象行動を積極的に取り入れてくれる店舗
○マイバッグ運動協力店
・レジ袋有料化、マイバッグ持参者への値引きやポイント付与、レジでの呼び掛けなどを行い、マイバッグ運動を推進していただく店舗
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市民エコポイント対象行動とポイント数
【平成25年4月1日改正】

番
号 対象行動 単位等 ポイント 引換え

1 電気代前年同月比のマイナス達成 １ヵ月分 5 市役所

2「コウノトリの舞ブランド」商品の購入 １品 1 市役所

3「コウノトリ育む農法で作ったお米」の購入 1袋 1 市役所

4 LED照明への買い替え 3,000円分の
購入 1 市役所

5 電気自動車の購入 １台 10 市役所
6 グリーンカーテンの実施 １回 10 市役所
7 環境イベントへの参加 １回 1 会場受付

8 夏休み子ども節電自主学習への取組み １回 10 学校

9 BDF燃料用の家庭用廃油の持ち寄り １容器 1 指定店

10 ｢コウノトリの舞」農産物の生産
１農家・
年間 10 郵送

11 ｢コウノトリ育む農法」による栽培
１農家・
年間 10 郵送

12 ぺレット原料の持ち込み １回 5 豊岡ペレット
13 市内産木質ペレットの購入 10kg 1 市内販売店

14 e通勤の実践 １カ月分 5 全但バス・
市役所

15 ノーマイカーデーへの参加 １回 1 事業所・郵送

16 豊岡市健康ポイント制度への加入 参加登録時 1 郵送

17 太陽光発電システムの設置 １件 10 郵送
18 ペレットストーブの設置 １件 10 郵送
19 豊岡版エコハウスの新築 １件 10 郵送

20 豊岡版エコハウスのリフォーム １件 5 郵送

21 生ごみ処理機の購入 １件 5 郵送
㉒ 薪ストーブの設置 １件 10 郵送

㉓ 市内事業者が製造・販売する薪の購入 10kg 1 市役所

㉔ 家庭用燃料電池の設置 １件 10 市役所
㉕ うちエコ診断の受診 １回 10 受診時
㉖ エコ検定の合格 １回 5 市役所

㉗ 電気自動車の使用 1,000㎞
走行毎 10 市役所

㉘ 耕畜連携堆肥の利用 １農家・
年間 10 郵送

㉙ 有機ＪＡＳ商品の購入 １品 1 市役所

㉚ 有機ＪＡＳ商品の生産 １農家・
年間 10 郵送

㉛

環境経済型事業認定商品の購
入
　コウノトリ育む農法の米
を使用した加工品（ティーア
ンドエムズ、とよおか福祉
会、ブーランジュリーモン）

１品 1 市役所

　遮熱塗料塗布や木造耐震
補強工事など（北近畿緑地
建設、総美、川嶋建設、中
川工務店）

１工事 10 事業所

※番号の四角囲みは変更項目、丸囲みは新規項目

企業エコポイント対象行動とポイント数
【平成25年4月1日改正】

番
号 対象行動 単位等 ポイント

1 豊岡エコポイント制度への参加登録 参加登録時 5,000 

2 環境経営システムの新規取得 新規取得 100,000 

3 環境経営システムの更新 更新 50,000 

4 豊岡版エコハウスの施工（新築） 新築１件 50,000 

5 豊岡版エコハウスの施工（リフォーム）
リフォーム
１件 10,000 

6 豊岡版エコハウスの設計 １件の設計 3,000 

7 太陽光発電システムの施工 １件の施工 10,000 

8 ペレットストーブの販売・施工
１件の販売・
施工 10,000 

9 グリーンカーテンの実施 １回の取組み 2,500 

10 環境保全活動の実施 １日の活動 5,000 

11 自社への省エネ・創エネ設備の導入 １件の導入 5,000 

12 環境社会検定試験（エコ検定）の取得 ×取得者数 2,500 

13 豊岡健康ポイントへの参加 ×参加職員 500 

14 e通勤の参加 年間を通じて
※各年度で付与 10,000 

15 ノーマイカーデーの参加 各期で付与
※１期=半年 2,500 

⑯ ペレットストーブ、薪ス
トーブの自社への導入 １台 10,000 

⑰ 省エネ診断受診 １回 5,000 

⑱ 社員のうちエコ診断受診 １人 500 

⑲ 環境経済事業の認定 １件 10,000 

⑳ エコポイント協力店への
加盟 年間 10,000 

㉑ マイバック運動協力店へ
の加盟 年間 10,000 

※番号の四角囲みは変更項目、丸囲みは新規項目

第３回市民エコポイント抽選会
◇と　き　６月30日（日）
◇ところ　日高地区公民館

※賞品をご提供いただける事業者はご連絡ください。

ペレットストーブが当たりました！
　３月24日、コープデイズ豊岡で第２回市
民エコポイント抽選会を行いました。38の
事業者から賞品を協賛・提供していただ
き、480人の方が参加しました。
　一番高価なペレットストーブを見事に
引き当てた石原律子さん（出石町上野）は

「電気代の節約で60ポ
イントいただいた。薪
ストーブやペレットス
トーブのある生活にあ
こがれていたのでうれ
しい」と表情を和ませ
ていました。
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○狂犬病予防注射のみの料金は3,200円
　（新たに登録する場合は別途3,000円必要）
○釣り銭の要らないように準備してください。
○注射は、動物病院でも受けられます。

■飼い犬の登録を
　犬の登録は法律で義務付けられています。新
しく犬を飼った方は登録申請を行ってください。
〈登録場所〉
・市が委託契約を行っている動物病院
・生活環境課または各支所市民福祉係
・狂犬病予防注射会場
〈鑑札および注射済票〉
　登録時に発行する鑑札と、狂犬病予防注射時
に発行する注射済票は、首輪に付けてください。
万一、迷い犬になった時に鑑札から住所が分か
ります。
■犬の死亡や飼い主が変ったときは
　生活環境課または各支所市民福祉係で手続き
を行ってください。
■犬のしつけをしっかりしましょう

《竹野地域》
場所 時間

20日
（月）

旧大森小学校 ９：15～９：30
ふるさと生きがいセンター（椒）10：00～10：15
竹野南地区公民館 10：30～10：45
中竹野地区公民館 11：00～11：30
浜須井区公民館 13：00～13：30
竹野支所 13：50～14：15

《但東地域》
場所 時間

15日
（水）

奥赤公民館 ９：00～９：10
資母体育館 ９：20～10：15
唐川区公民館 10：30～10：35
西谷区公民館 10：40～10：50
矢根区公民館 11：10～11：30
高橋地区公民館 13：00～13：30
平田創作館 13：45～14：00
但東支所 14：40～15：00

《出石地域》
場所 時間

14日
（火）

奥山区公民館 ９：15～９：20
福住地区公民館 ９：40～10：00
菅谷地区公民館 10：20～10：30
鳥居多目的集会所 10：50～11：20
小坂地区多目的研修集会施設 11：30～11：40
いずし古代学習館 12：00～12：20
寺坂地区公民館 13：30～13：40
出石支所 14：00～14：30

《豊岡地域》
場所 時間

13日
（月）

気比の浜トイレ前 ９：00～９：20
田鶴野地区公民館 ９：40～９：50
三江地区公民館 10：05～10：20
神美地区公民館 10：35～11：00
中筋地区公民館 11：15～11：35
新田地区公民館 11：45～12：10
下町区会館 13：10～13：40
奈佐地区公民館 14：00～14：30
高屋公園 14：45～15：15
総合庁舎 15：30～16：00

　市に、「鳴き声がうるさい」、「ふん尿で汚され
た」などの苦情や相談が多く寄せられます。
　これらは、飼い主の気配りと責任ある飼育で
改善できます。無責任な飼育は、周りに迷惑を
掛けるばかりでなく、動物にとっても不幸なこ
とです。
　犬を飼育する方は、責任を持って最後まで正
しく飼育し、犬を地域の嫌われものにしないよ
うに次のことに心掛けましょう。
・犬の放し飼いは、やめましょう。他人に迷惑
を掛けるだけでなく、犬にとっても交通事故
などに遭う危険性があります。
・散歩は、引き綱を着けて、犬をコントロール
できる方が行ってください。
・犬のふんは、持ち帰りましょう。
・犬に無駄吠えをさせないようにしましょう。

　市では、狂犬病予防法で犬の飼い主に義務付けら
れている狂犬病予防注射（集合注射）を、次のとおり
実施します。生後３カ月（91日）以上の犬には、毎年
１回、必ず狂犬病予防注射を受けさせてください。
《問合せ》生活環境課環境衛生係☎23-5304

狂犬病の予防注射を受けましょう

犬の飼い主の皆さんへ　登録・届け出を忘れずに！！

《日高地域》
場所 時間

21日
（火）

八代ふれあいセンター ９：00～９：15
国府地区公民館 ９：30～10：00
日高農村環境改善センター 10：15～11：00
夏栗区公民館 11：10～11：30
清滝会館 13：00～13：30
西気コミュニティセンター 13：45～14：00
三方基幹集落センター 14：20～14：50

《城崎地域》
場所 時間

20日
（月）

来日農作業所前 15：00～15：30
城崎支所 15：45～16：00

5月
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　あなたのペットが迷子になったら、すぐに健康
福祉事務所と、近くの警察署に連絡しましょう。

《委託病院一覧》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （五十音順）
病院名 住所 電話番号

有田動物病院 正法寺302-91 24-0314
小野山動物病院 朝来市和田山町玉置525-１ 079-672-1727
くみはま動物病院 京都府京丹後市久美浜町75-１ 0772-82-0126
柴本動物病院 朝来市和田山町和田山390-１ 079-672-5465
たんぽぽ動物病院 立野町494-１ 29-3415
ながいどうぶつ診療所 但東町出合市場29-４ 54-0845
はらさき獣医科医院 福田1223-12 24-0788
フジモリ獣医科クリニック 養父市八鹿町国木615-124 079-662-7381
めぐり獣医科 日高町猪子垣249-２ 44-1057

《問合せ》健康福祉事務所（幸町７-11）
　　　　  ☎26-3666
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事
…
工
事
費
の

2
分
の
1
以
内（
上
限
額
30
万

円
）

・
県
の「
わ
が
家

の
耐
震
改
修
促

進
事
業
」を
利

用
し
た
場
合
の

▽
補
助
金
の
上
限
額

○
新
築
住
宅

・
県
内
産
木
材
を
使

用
し
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
、
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、

ま
た
は
薪
ス
ト
ー

ブ
の
い
ず
れ
か
を
整
備
し
た
住

宅（
認
証
住
宅
）…
25
万
円

・
認
証
住
宅
に
該
当
し
な
い
新
築

住
宅
…
20
万
円

○
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
…
15
万
円

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

　（
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
㈱
兵
庫
確

認
検
査
機
構
豊
岡
支
店
　

　
☎
26

2
7
7
7

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
の
上
乗
せ
補
助
…
対
象
事
業

費
の
4
分
の

1
以
内（
上

限
額
は
戸
建

住
宅
30
万
円
、

共
同
住
宅
戸

当
た
り
10
万

円
）

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
建
築
住
宅

課
☎
21

9
0
1
8

エ
コ
ハ
ウ
ス
補
助
制
度（
平
成
25
年
度
）

住
宅
耐
震
補
強
工
事
の
補
助
制
度

健康福祉事務所からお知らせ

対象商品 補助金額
県内産木材 12万円
国内産木材 ６万円
粘土瓦 ５万円

自然素材を用いた内壁材
（土・しっくい・珪藻土） ８万円

高効率給湯機器 ５万円
雨水タンク １万円

自分で帰れないワン
帰り道が分からんニャー
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豊岡を応援してください
コウノトリ豊岡寄付金（ふるさと納税）
　「ふるさと納税」とは、ふるさと（応援したいと思うまち）への寄付のことで、個
人が２千円を超える寄付を行ったとき、所得税と住民税から一定の控除を受けら
れる制度です。
　市では、「コウノトリ豊岡寄付金」と名称を定め、コウノトリ野生復帰を核とし
た「人と自然が共生するまちづくり」への支援をはじめ、さまざまな取組みへの応
援をお願いし、多くの皆さんからの寄付を募っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》政策調整課政策調整係☎21-9022

　平成24年１月11日から平成24年12月28日の間に寄付していただいた
ものを、平成25年度当初予算の中でさまざまな事業に財源として充当し、
活用することとしています。
　内訳は、寄付者の活用希望に応じて次のとおり予定しています。
　【　　】内は充当額（寄付金配分額）

平成25年度
コウノトリ豊岡寄付金
の主な活用方法

豊岡市コウノトリ基金
●コウノトリ野生復帰普及啓発【10千円】
　NPOと連携した環境学習の充実を図ります。
●コウノトリ生息地保全対策【507千円】
・ビオトープ水田の設置管理を行います。
・大規模湿地の維持管理に関する技術研究を進め
ます。

・コウノトリの生息地を確立するための調査を実
施します。

●ハチゴロウの戸島湿地管理費【77千円】
　円山川下流域におけるコウノトリ生息の拠点で
あるハチゴロウの戸島湿地の管理費として活用し
ます。
●生物多様性保全【30千円】
　小さな市民活動支援助成事業で、地域の生物多
様性保全に目を向けた市民活動を応援します。
●学校給食用食材費【172千円】
　週５日の米飯給食のうち、２回をコウノトリ育
むお米とし、環境教育の推進と地産地消による地
元農業の育成を図るとともに、安全・安心な給食
を提供します。
まちの活性化の取組み
●情報戦略推進事業費【35千円】
　本市の特徴的な取組みを国内外に発信すること
を戦略的に進め、さまざまな分野での交流人口の
拡大を図ります。
●林道管理費【1,000千円】
　神鍋地域の林道補修を行うなど、林道の適切な
管理を通じ、林業生産基盤の安定と生産活動の活

性化を図ります。
●生涯スポーツ振興事業費【1,200千円】
　日本を代表する選手や指導者に接し、子どもたち
の体力・技術の向上と感動や憧れ、夢を育みます。
学校教育の取組み
●学校振興事業費【2,500千円】
・自然学校用シュラフ・かばんなどのセット、修
学旅行用かばん、制服などを学校に常備して貸
し出します。
・竹野地域の認定こども園および小中学校に教材
備品を整備します。
●夢への挑戦応援事業費【73千円】
　宇宙教育など子どもたちが夢に向かって挑戦し
続ける心を育てる取組みを展開します。
文化振興の取組み
●東井義雄の心を伝える推進事業費【50千円】
　自分を大切にする気持ちを育て、いのちの尊さ
などに気付くいのちの教育推進事業を実施しま
す。
●日本・モンゴル民族博物館事業費【55千円】
　企画展を開催するとともに、体験教室や民族音
楽コンサートを開催します。
●文化振興費【100千円】
　市が所蔵している作品を公開
することにより、郷土の芸術に
親しむ機会をつくります。
その他の取組み
●災害対策事業費【10千円】
●雪害対策事業費【14千円】

平成24年度
寄付金受入実績

平成24年度の寄付金の受入実績は、次のとおりです。
◇総件数：60件　　◇寄付金総額：4,749,748円

〈住所地別受入実績〉
寄付者住所区分 件数 金額

豊岡市内 17件 61,000円
兵庫県内（市内除く）10件 162,000円
近畿地方
（県内・市内除く） 13件 2,310,498円

関東 18件 2,196,250円
東海 １件 10,000円
九州 １件 10,000円

計 60件 4,749,748円

〈使途別受入実績〉
使　　途 件数 金額

豊岡市コウノトリ基金 34件 772,339円
まちの活性化の取組み ５件 2,245,000円
医療・介護の取組み １件 10,000円
学校教育の取組み 14件 1,525,000円
交通対策の取組み ２件 12,409円
文化振興の取組み ４件 185,000円

計 60件 4,749,748円

〈月別受入実績〉
月 件数 金額
４ ３件 511,000円
５ ６件 36,000円
６ 10件 279,000円
７ ４件 71,000円
８ ６件 331,455円
９ ３件 1,013,000円
10 ２件 3,975円
11 ４件 1,015,904円
12 11件 1,418,154円
１ ２件 3,195円
２ ２件 22,000円
３ ７件 45,065円
計 60件 4,749,748円
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地
域
の
行
事
や
P
T
A
活
動
な

ど
で
、
自
分
た
ち
の
身
近
な
自
然

や
生
き
も
の
の
こ
と
を
知
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
々
に
朗
報
！

　「
や
っ
て
み
た
い
け
ど
、
ど
う

し
た
ら
い
い
？
」と
思
っ
た
と
き
、

「
出
張
！
田
ん
ぼ
の
学
校
」を
活
用

し
ま
せ
ん
か
？

　
市
内
の
自
然
や
生
き
も
の
に
詳

し
い
方
々
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
生
き
も
の
調
査

や
観
察
会
を
行
い
ま
す
。田
ん
ぼ

や
川
、水
路
や
た
め
池
な
ど
、フ
ィ
ー

「
出
張
！
田
ん
ぼ
の
学
校
」

　
皆
さ
ん
と
一
緒
に

生
き
も
の
調
査
を
し
ま
す
！

ル
ド
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
開
催
を
希
望
す
る
場
合
は
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

※
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

　
地
域
の
自
然
や
生
き
も
の
の
た

め
の「
小
さ
な
自
然
再
生
」に
取
り

組
む
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

　
小
さ
な
自
然
再
生
の
積
み
重
ね

こ
そ
が
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の

生
き
も
の
が

暮
ら
す
豊
岡

を
つ
く
る
大

き
な
力
に
つ

な
が
り
ま
す
。

▽
助
成
対
象
活
動
　
市
民
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
が
行
い
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

①
地
域
の
生
物
多
様
性
を
保
全
す

る
た
め
の
〝
小
さ
な
自
然
再
生

作
業
〞（
例
：
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く

り
、
繁
茂
す
る
外
来
雑
草
の
除

去
な
ど
）

②
地
域
の
生
物
多
様
性
を
知
る
た

め
の
野
鳥
観
察
や
生
き
も
の
調

査
③
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
や
生
物

多
様
性
を
テ
ー
マ
と
し
た
自
然

環
境
体
験
学
習
活
動

▽
助
成
対
象
者
　
次
の
要
件
を
満

た
す
市
民
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な

ど
①
豊
岡
市
内
に
活
動
拠
点
を
有
し
、

主
に
市
内
で
活
動
す
る

②
宗
教
的
、
政
治
的
な
活
動
や
選

挙
運
動
、
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、

公
共
の
福
祉
を
目
的
と
し
た
自

主
的
な
活
動
を
行
う

③
構
成
員
が
3
人
以
上

▽
助
成
金
額
　
1
件
当
た
り
10
万

円
以
内（
使
途
は
、
謝
金
、
役

務
費
、
通
信
運
搬
費
、
消
耗
品

費
な
ど
）

※
予
算
の
範
囲
内
。
助
成
額
は

1
万
円
単
位（
1
万
円
未
満
の

端
数
は
切
捨
て
）

▽
申
込
期
間
　
4
月
26
日（
金
）〜

平
成
26
年
3
月
7
日（
金
）

▽
助
成
対
象
活
動
期
間
　
4
月
4

日（
木
）〜
平
成
26
年
3
月
31
日

（
月
）

▽
そ
の
他
　
市
指
定
の
申
請
書
お

よ
び
団
体
調
書
に
記
入
の
上
、

申
込
み
〔
申
請
書
お
よ
び
団
体

調
書
、
詳
し
い
資
料
は
コ
ウ
ノ

ト
リ
共
生
課
で
配
布（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）〕

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

☎
21

9
0
1
7

小
さ
な
自
然
再
生
活
動
に

対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す

ビオトープでの生きもの調査

毎月第２水曜日は豊岡ノーマイカーデー!

　　　　　　　　　　　　　【３月の結果】
・参加事業者数：15団体　・個人参加の市民：３人　・参加総数：170人
・二酸化炭素（CO2）の削減量：約400kg
・マイカーを自粛した距離：1,700km（豊岡－東京間1.3往復の距離）
　※CO2排出削減効果は、〔燃料節減量（ℓ）×ガソリンCO2排出係数（2.32kg-CO2/ℓ）〕と
　　仮定しています。
　※燃料節減量は、前提条件をガソリン、燃費10km/ℓと仮定しています。
　※自粛した距離は１人10kmと仮定しています。

◆第２期「豊岡ノーマイカーデー」をスタートしています（９月まで）。事業所の方も個人の方も、ぜひ、
取り組んでください。

　・事業所で参加  →  企業エコポイント2,500ポイント  +  参加者に市民エコポイント１ポイント付与
　・個人で参加  →  市民エコポイント１ポイント付与
　　　　　　　　　《登録・報告・問合せ》都市整備課交通政策係☎23-1712　FAX22-1839
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　メールアドレス　toshi@city.toyooka.lg.jp 

第８回は５月８日（水）
たまにはバスや電車も
ええもんじゃ！
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第
一
期
の
利
用
実
績
や
利
用
ア

ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
利
用
者
に

と
っ
て
さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

【
主
な
ポ
イ
ン
ト
】

①
通
学
・
通
勤
エ
ク
ス
プ
レ
ス

（
E
X
）便
の
土
曜
日
増
発

　

午
前
7
時
台
の
豊
岡
方
面
電
車

に
接
続
す
る
E
X
便
を
土
曜
日

に
増
発

②
通
院
・
買
い
物
に
便
利
な「
ぼ

ち
ぼ
ち
便
」の
新
設

　

沿
線
地
区
を
よ
り
細
か
く
回
り
、

通
院
や
買
い
物
に
出
掛
け
る
高

齢
の
方
に
便
利
な「
ぼ
ち
ぼ
ち

便
」（
1
日
1
往
復
）を
設
定

③
県
立
但
馬
ド
ー
ム
へ
の
乗
入
れ

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
多
く
の
方
が
利
用
す
る「
県

立
但
馬
ド
ー
ム
」に
、
土
・
日

　
地
域
・
運
行
事
業
者
・
市
の
協
働
で
取
り
組
む「
神
鍋
線『
上
限

2
0
0
円
バ
ス
』社
会
実
験
」の
、第
二
期
の
取
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23

1
7
1
2

　

第
一
期（
平
成
23
年
10
月
1
日

〜
平
成
24
年
9
月
30
日
）の
社
会

実
験
で
は
、
年
間
利
用
者
数
、
運

賃
収
入
と
も
に
目
標
を
達
成
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
実
験

を
通
じ
て
一
定
の
成
果
が
認
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
路
線
バ
ス
の
維

持
・
活
性

化
の
方
策

と
し
て
さ

ら
に
検
証

が
必
要
で

あ
る
と
判
断
し
、
社
会
実
験
を
1

年
間
継
続
し
ま
す
。

■
第
二
期
社
会
実
験
の
概
要

目
標　

年
間
1
2
1
、0
0
0
人

（
前
回
実
験
と
同
様
）

評
価
対
象
期
間　

平
成
25
年
4
月

1
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日

※
上
限
2
0
0
円
バ
ス
の
運
行
期

間
は
平
成
26
年
9
月
30
日
ま
で

曜
日
、
祝
日
に
乗
り
入
れ

社
会
実
験
の
継
続

運
行
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
が

さ
ら
に
使
い
や
す
く
!

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
！

〜「
第
二
期
」を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
〜

④「
フ
リ
ー
降
車
」の
設
定

　

一
部
の
区
間
に
、
バ
ス
停
以
外

で
も
自
由
に
降
り
る
こ
と
の
で

き
る「
フ
リ
ー
降
車
」区
間
を
設

定

　

そ
の
他
、
他
の
路
線
や
J
R
と

の
接
続
を
調
整
し
、
さ
ら
に
乗
り

継
ぎ
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
に
な
り
ま

し
た
。

　

3
月
29
日
、「
神
鍋
線
乗
っ
て
守

ろ
う
市
民
運
動
推
進
協
議
会
」の

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
・
運
行
事
業
者
・
市
の
三

者
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
お
互
い
に

協
力
し
な
が
ら
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
4
月
、
豊
岡
随
一
の
大
規

模
集
客
施
設
で
あ
る
県
立
但
馬

ド
ー
ム
に
バ
ス
停
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
限
定
で
乗

り
入
れ
を
実
施
、
神
鍋
線
は
さ
ら

に
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
に
は
、
快
適
で
お
得
な
神
鍋
線

が
大
変
便
利
で
す
。

※
最
寄
の
バ
ス
停　

名
色（
平
日
）、

　

但
馬
ド
ー
ム（
土
・
日
、
祝
）

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

■T

た

じ

ま

ド

ー

ム

A
JIM
A
DOM

E

フェス
テ
ィ
バル

2013

〜
春
物
語
〜

▽
日
時　

5
月
26
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時

▽
内
容　

巨
大
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど

総会の様子

県立但馬ドームでグラウンドゴルフ

TAJIMADOMEフェスティバル

「ぼちぼち便」使用車両

地
元
利
用
促
進
組
織
総
会
を
開
催

三
者
で
協
定
を
再
締
結
し
ま
し
た

県
立
但
馬
ド
ー
ム
へ
は

神
鍋
線
を
利
用
し
よ
う
！
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◆
一
般
の
部

空
き
缶
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
甦
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黄
く
ま
）

水
撒
い
て
エ
ア
コ
ン
を
消
す
天
の

川　
　
　
　
　
　
　
（
上
野　

翠
）

節
電
の
癖
を
つ
け
よ
う
早
寝
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
天
井
）

も
っ
た
い
な
い
わ
が
子
が
言
っ
て

る
あ
ら
嬉
し　
　
（
あ
ー
さ
ま
ま
）

一
年
生
自
慢
は
兄
の
ラ
ン
ド
セ
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
梅
山
す
み
江
）

も
っ
た
い
な
い
お
化
け
が
出
る
ぞ

食
べ
残
し　
　
　
　
（
ガ
ビ
ー
ン
）

二
度
三
度
使
い
古
し
て
も
う
一
度

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
石
敏
和
）

つ
い
踏
ん
だ
草
は
珍
味
と
教
え
ら

れ　
　
　
　
　
　
　
（
大
植　

勝
）

節
電
で
一
家
団
欒
増
え
ま
し
た　

　
　
　
　
　
　
　
（
大
内
喜
美
子
）

も
っ
た
い
な
い
カ
バ
ン
に
詰
め
る

そ
の
言
葉　
　
　
（
う
ず
ま
き
君
）

パ
ソ
コ
ン
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は

分
か
ら
ね
ど
勿
体
な
い
は
つ
い
出

る
愛
し
よ
う　
　
（
太
田
は
る
ゑ
）

捨
て
る
な
ら
リ
サ
イ
ク
ル
で
復
活

を　
　
　
　
　
　
　
（
大
槻　

実
）

ゴ
ミ
と
い
う
判
断
あ
と
で
ま
だ
使

う　
　
　
　
　
（
エ
コ
で
エ
エ
子
）

誰
決
め
た
修
理
は
い
つ
も
高
く
つ

く　
　
　
　
　
　
（
左
と
つ
ぜ
ん
）

ゴ
ミ
拾
う
人
見
て
手
の
ゴ
ミ
持
ち

帰
り　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
起
）

燃
や
し
た
い
ガ
ソ
リ
ン
で
は
な
く

こ
の
脂
肪　
　
　
　
（
岡
田
尚
美
）

我
が
家
で
は
買
わ
な
い
捨
て
な
い

無
駄
も
減
る　
　
　
　
（
十
六
夜
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

食
べ
ず
に
捨
て
る
残
り
物　
（
A
）

パ
ソ
コ
ン
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
は
電
気

無
駄﹇
尼
崎
太
郎（
s
o
u
k
i
）﹈

ち
ょ
っ
と
く
ら
い
我
慢
を
す
れ
ば

使
え
る
よ　
　
　
　
（
上
田
早
織
）

あ
り
が
と
う
感
謝
を
い
つ
も
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

水
道
の
出
し
っ
ぱ
な
し
N
o
t
h 

i
n
g　
　
　
　
　
（
榎
木
野
乃
）

買
う
前
に
よ
く
考
え
て
棚
の
中　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

賞
味
期
限
祖
父
母
は
全
く
気
に
し

な
い　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
空
）

も
っ
た
い
な
い
そ
う
言
っ
て
た
ら

ご
み
の
山　
　
　
　
（
岡
菜
々
恵
）

愛
着
が
値
段
に
優
る
価
値
を
生
む

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
田
哲
明
）

3
R
君
か
ら
始
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア　
　
　
　
　
　
　
（
じ
ょ
に
子
）

小
遣
い
が
減
っ
て
悲
し
む
お
父
さ

ん　
　
　
　
　
　
　
（
白
う
さ
ぎ
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳
応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

▽
減
額
要
件　

次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
こ
と

・「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」の
規
定
に

基
づ
く
認
定
を
受
け
て
新
築
し

た
住
宅

・
平
成
21
年
6
月
4
日（
同
法
の

施
行
日
）か
ら
平
成
26
年
3
月

31
日
ま
で
に
新
築
し
た
住
宅

・
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
平
方

メ
ー
ト
ル（
1
戸
建
て
以
外
の

賃
貸
住
宅
は
40
平
方
メ
ー
ト

ル
）以
上
2
8
0
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
の
住
宅

・
併
用
住
宅
の
場
合
、
居
住
部
分

の
割
合
が
全
体
の
床
面
積
の
2

分
の
1
以
上
の
住
宅

▽
減
額
範
囲　

居
住
部
分
の
床
面

積
1
2
0
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分

ま
で
の
固
定
資
産
税
の
2
分
の
1

▽
減
額
期
間

・
一
般
住
宅（
左
記
以
外
）…
課
税

開
始
年
度
分
か
ら
5
年
度
分

・
3
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
な
ど
…
課
税
開
始
年
度
分

か
ら
7
年
度
分

▽
減
額
手
続
き　

新
築
し
た
年
の

《
手
続
き
・
問
合
せ
》
税
務
課
資
産

　

税
係
☎
21

9
0
4
6
ま
た
は

　

各
支
所
市
民
福
祉
係

翌
年
1
月
31
日
ま
で
に
、
次
の

書
類
を
税
務
課
に
提
出

・
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る
固

定
資
産
税
減
額
適
用
申
告
書

・
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
に
規

定
す
る
通
知
書（
認
定
通
知
書
）

の
写
し

《
認
定
に
関
す
る
問
合
せ
》
兵
庫

県
県
土
整
備
部
住
宅
建
築
局
住

宅
政
策
課

　

☎
0
7
8
3
6
2
3
5
8
1

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅

の
改
修
工
事（
補
助
金
な
ど
を
除

く
工
事
費
用
の
合
計
が
50
万
円

以
上
）を
行
っ
た

場
合
、
固
定
資
産

税
を
減
額
し
ま
す
。

工
事
が
完
了
し
た

日
か
ら
3
カ
月
以

内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
措
置

▽
減
額
要
件　

昭
和
57
年
1
月
1

日
以
前
か
ら
市
内
に
所
在
す
る

住
宅

▽
減
額
範
囲　

1
戸
当
た
り
1
2 

0
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で

の
固
定
資
産
税
の
2
分
の
1

▽
減
額
期
間　

改
修
工
事
完
了
年

（
※
注
）の
翌
年
度
分（
た
だ
し
、

当
該
住
宅
が
、
建
築
物
の
耐
震

改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に

規
定
す
る「
通
行
障
害
既
存
耐

震
不
適
格
建
築
物
」の
場
合
は

2
年
度
分
）

（
※
注
）完
了
時
期
…
平
成
25
年
1

月
1
日
〜
平
成
27
年
12
月
31
日

■
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に

伴
う
措
置

▽
減
額
要
件　

平
成
19
年
1
月
1

日
以
前
か
ら
市
内
に
所
在
す
る

住
宅（
賃
貸
を
除
く
）

▽
減
額
範
囲　

1
戸
当
た
り
1
0 

0
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で

の
固
定
資
産
税
の
3
分
の
1

▽
減
額
期
間　

改
修
工
事
完
了
年

の
翌
年
度
分

■
省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
措
置

▽
減
額
要
件　

平
成
20
年
1
月
1

日
以
前
か
ら
市
内
に
所
在
す
る

住
宅（
賃
貸
を
除
く
）

▽
減
額
範
囲　

1
戸
当
た
り
1
2 

0
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で

の
固
定
資
産
税
の
3
分
の
1

▽
減
額
期
間　

改
修
工
事
完
了
年

の
翌
年
度
分

認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

住
宅
改
修
に
伴
う
減
額
制
度

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ
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川
崎
尚
之
助
の
盟
友　

山
本
覚

馬
を
は
じ
め
、
勝
海
舟
・
坂
本
竜

馬
な
ど
、
幕
末
維
新
期
の
立
役
者

た
ち
が
師
と
し
た
佐さ

久く

間ま

象し
ょ
う

山ざ
ん

と

但
馬
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

　

博
学
多
才
で
知
ら
れ
る
象
山
の

西
洋
砲
術
の
師
は
、
幕
府
の
砲
術

師
範
下し

も

曽そ

根ね
の

信の
ぶ

敦あ
つ（

通
称　

金
三

郎
）で
す
。
写
真
は
、
彼
が
校
閲

し
た
本
の
一
ペ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
下

曽
根
の
塾
で
象
山
が
出
会
っ
た
但
馬

の
人
物
が
い
ま
す
。
大
島
貞さ

だ

薫か

と

い
い
、
養
父
市
大
藪
に
陣
屋
が
あ
っ

た
旗
本
小
出
家
の
家
臣
で
、
祖
母

は
出
石
、
母
は
竹
野
出
身
と
い
う

生
粋
の
但
馬
人
で
す
。
象
山
も
同

▽
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・
市
内
に
居
住
ま
た
は
転
入
し
、

同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤
務

し
て
い
る

・
市
内
に
自
己
の
住
宅
を
建
築
、

購
入
、
ま
た
は
増
改
築
す
る

・
融
資
金
の
返
済
能
力
を
有
す
る

・
年
齢
が
20
歳
以
上
で
、
完
済
時

の
年
齢
が
70
歳
以
下

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
資
金
使
途　

自
己
が
居
住
す
る

　

市
内
の
森
林
資
源
の
利
用
を
さ

ら
に
促
進
す
る
た
め
、
個
人
が
住

宅
に
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
ま
た
は

薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
場
合
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

市
内
の
住
宅
に
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
ま
た
は
薪
ス
ト
ー
ブ
を

設
置
す
る
個
人

▽
補
助
対
象
経
費
・
金
額

・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
…
本
体
購

入
費
の
2
分
の
1
以
内

・
薪
ス
ト
ー
ブ
…
本
体
購
入
費
、

煙
突
設
置
工
事
費
の
2
分
の
1

以
内

※
い
ず
れ
も
上
限
20
万
円

た
め
の
住
宅
建
築
・
購
入
・
増

改
築
資
金

※
住
宅
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
営

利
目
的
に
使
用
さ
れ

る
場
合
、
ま
た
、
土

地
の
み
の
購
入
の
場

合
は
融
資
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
融
資
限
度
額　

2
千
万
円

▽
融
資
期
間　

30
年
以
内

▽
融
資
利
率　

固
定
金
利
型
年
1・

　

8
4
%

▽
注
意
事
項　

・
申
込
み
時
点
で
未
購
入
の
こ
と

・
市
内
産
の
ペ
レ
ッ
ト
や
薪
を
使

用
す
る
こ
と

・
市
内
の
事
業
所
な
ど
か
ら
ス

ト
ー
ブ
を
購
入
す
る
こ
と

・
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

・
薪
ス
ト
ー
ブ
は
二
次
燃
焼
機
能

付
き
ま
た
は
ペ
レ
ッ
ト
兼
用
ス

ト
ー
ブ
で
あ
る
こ
と

▽
申
込
方
法　

環
境
経
済
課
に
あ

る
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
）に
記
入
の
上
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順（
約

20
台
分
）

▽
償
還
方
法　

元
利
均
等
償
還

▽
担
保　

不
動
産
に
第
1
順
位
の

抵
当
権
を
設
定
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

別
途
、
取
扱
金
融
機

関
の
保
証
料
お
よ
び
取
扱
手
数

料
が
必
要
で
す
。

▽
受
付
期
間　

融
資
予
定
額
に
達

し
た
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。

《
申
込
み
》
近
畿
労
働
金
庫
但
馬

支
店（
千
代
田
町
11
‐
15
）

　

☎
23

4
1
3
1

《
問
合
せ
》
環
境
経
済
課
経
済
係

☎
23

4
4
8
0

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
環
境
経
済

課
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
係

　

☎
21

9
0
1
2

門
の
貞
薫
の
才
能
を
高
く
評
価
し

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
長
男
貞さ

だ

敏と
し

は
12
歳
で
曾
祖

母
の
家
に
下
宿
し
な
が
ら
出
石
の

私
塾
で
学
び
、
や
が
て
江
戸
の
大

木
忠ち

ゅ
う

益え
き

の
塾
に
入
り
、
そ
こ
に
川

崎
正
之
助（
尚
之
助
）と
加
藤
弘
之

が
い
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

貞
敏
の
記
憶
に
残
っ
た
尚
之
助
。

同
じ
但
馬
出
身
だ
か
ら
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
や
は
り
印
象
的
な
人

物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

歴
史
は
記
録
を
残
し
た
者
の
勝

ち
だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
残

さ
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
残
せ
な

か
っ
た
尚
之
助
を
関
連
資
料
か
ら

追
う
こ
と
で
、
彼
だ
け
で
な
く
動

乱
の
時
代
を
生
き
た
さ
ま
ざ

ま
な
人
物
の
交
流
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
今
回
で

最
終
回
で
す
が
、
ド
ラ
マ
は

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
今
後

の
ド
ラ
マ
の
進
展
に
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
出
土
文
化
財
管

理
セ
ン
タ
ー

☎
26

0
0
3
3

 

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」⑤
最
終
回

川
崎
尚
之
助
の
師

̶

佐
久
間
象
山
と
但
馬

̶

▲西洋砲術書（出石藩士旧蔵）

豊
岡
市
勤
労
者
住
宅
融
資
制
度

個
人
住
宅
用
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
お
よ
び

薪
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
を
補
助

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
薪
ス
ト
ー
ブ
の

取
扱
事
業
者
登
録

　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
お
よ
び
薪

ス
ト
ー
ブ
の
設
置
を
推
進
す
る
た

め
、
市
内
の
販
売
事
業
者
の
登
録

を
募
集
し
ま
す（
登
録
さ
れ
た
情

報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、

市
民
の
方
々
の
問
合
せ
に
利
用
）。

▽
登
録
方
法　

環
境
経
済
課（
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）で
配
布
す

る
申
請
書
お
よ
び
市
内
事
業
者

を
証
明
す
る
も
の（
商
業
登
記
簿

謄
本
、
住
民
票
、
課
税
調
査
同

意
書
の
い
ず
れ
か
一
つ
）を
提
出

※
有
効
期
限
は
平
成
25
年
度
末

▽
申
込
期
限　

5
月
31
日（
金
）
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前
に
取
り

組
ん
で
お

け
ば
よ
い

か
を
コ
ン

サ
ル
テ
ィ

ン
グ
し
ま

す
。

　

当
社
は
、
審
査
員
の
資
格
も
保

有
し
て
お
り
、
こ
の
分
野
に
関
し

て
は
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

̶

環
境
認
証
を
取
得
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
？

　

環
境
に
良
い
取
組
み
と
い
う
と
、

「
電
気
を
消
し
て
、
紙
を
減
ら
し

て
…
」と
い
う
よ
う
な
〝
節
約
〞

を
真
っ
先
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方

が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
二

酸
化
炭
素
や
資
源
の
削
減
に
つ
な

が
る
良
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
環

境
認
証
を
取
得
す
る
究
極
的
な
メ

リ
ッ
ト
は
そ
こ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
こ
と
は
、

日
常
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
り

̶

環
境
認
証
支
援
ビ
ジ
ネ
ス
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
？

　

現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
前

は
、
保
険
関
係
を
中
心
と
し
た
経

営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
社

会
全
体
の
〝
環
境
〞
へ
の
意
識
が

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

但
馬
に
お
い
て
も
、
顧
客
の
皆

さ
ん
か
ら
環
境
認
証
を
取
得
し
た

い
と
い
う
声
が
聞
こ
え
始
め
、
こ

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
着
手
し
ま
し
た
。

̶

環
境
認
証
支
援
と
は
、
具
体
的

に
は
ど
う
い
う
も
の
？

　

当
社
で
は
、
主
に
I ア

イ

Sエ
ス

Oオ
ー

1
4 

0
0
1
と
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の

二
つ
の
環
境
認
証
の
取
得
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
認
証
を
受
け
る

た
め
に
は
、
資
格
を
持
っ
た
審
査

員
に
よ
る
審
査
に
合
格
す
る
必
要

が
あ
り
ま

す
。
そ
の

た
め
に
ど

の
よ
う
な

こ
と
に
事

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

株
式
会
社
ク
ー
ヴ（
日
高
町
日
置
）

̶

環
境
認
証
取
得
支
援

̶

企業紹介

ま
す
。
業
務
の

ム
リ
・
ム
ダ
・

ム
ラ
を
無
く
す

こ
と
で
、
コ
ス

ト
を
小
さ
く
し

つ
つ
、
大
き
な

効
果
を
生
む
こ
と
が
で
き
、
結
果

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
の
節

約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

̶
今
後
の
展
開
は
？

　

国
や
自
治
体
も
環
境
認
証
の
取

得
を
推
進
し
て
お
り
、
優
遇
措
置

の
あ
る
業
種
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
豊
岡
市
内
の
企
業
も
積
極

的
に
取
得
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の
啓

発
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

環
境
認
証
は
、
取
得
し
て
終
わ

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

取
得
し
て
か
ら
が
本
番
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初

は
、
身
近
な
節
約
か
ら
始
ま
る
取

組
み
も
、
業
務
全
体
の
効
率
化
ま

で
達
成
で
き
れ
ば
本
業
の
利
益
増

加
に
結
び
付
き
ま
す
。
そ
こ
に
至

る
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
も
共
に
お
付

き
合
い
さ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

http://coov.co.jp/

▲エコアクション21
認証マーク

○30

　

全
国
的
に
、
経
営
者
の
高
齢
化

と
、
後
継
者
不
在
に
よ
る
廃
業
が

増
え
て
い
ま
す
。
本
市
も
例
外
で

は
な
く
、
経
営
者
の
年
齢
が
60
歳

を
超
え
て
い
る
会
社
が
半
数
を
超

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
半

数
は
後
継
者
が
い
な
い
と
い
う
統

計
結
果
が
出
て
お
り
、
多
く
の
会

社
の
存
続
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
会
社
が
な
く
な
る
と
、

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
?

　

ま
ず
、
雇
用
が
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
会
社
が
長
年
築
い
て

き
た
技
術
や
信
用
、
伝
統
が
な
く

な
り
ま
す
。
他
の
会
社
に
と
っ
て

は
大
事
な
取
引
先
が
な
く
な
り
、

社
会
的
に
も
大
き
な
損
失
で
す
。

　

会
社
を
継
続
し
て
い
く
以
上
、

後
継
者
問
題
は
必
ず
発
生
し
ま
す
。

一
般
的
に
、
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
に

は
、
約
10
年
が
必
要
と
い
わ
れ

て
い
ま

す
の
で
、

計
画
的

に
進
め

る
必
要

が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の

た
め
、
市
で
は
、
市
内
の
支
援
機

関
と
一
緒
に「
豊
岡
市
事
業
承
継

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
立
ち
上

げ
、
こ
の
問
題
へ
の
取
組
み
を
始

め
ま
し
た
。
定
期
的
な
啓
発
事
業

や
相
談
会
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
地

域
の
会
社
に
、
少
し
で
も
早
く
こ

の
問
題
の
重
要
性
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
会
社
で
、
後

継
者
・
事
業
承
継
問
題
に
悩
ん
で

い
る
方
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
人
に
話
す
こ
と
も
ま
た
、

解
決
へ
の
一
歩
で
す
。

豊
岡
市
事
業
承
継
支
援

　
　
　
　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

後
継
者
問
題
に
よ
る
廃
業
を
防

ぎ
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
豊
岡
商
工
会

議
所
、
豊
岡
市
商
工
会
、
但
馬
銀

行
、
但
馬
信
用
金
庫
、
近
畿
税
理

士
会
豊
岡
支
部
を
構
成
員
と
し
て

平
成
24
年
11
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
環
境
経
済
課
内
）

　

☎
23

4
4
8
0

　
事
業
承
継
を
考
え
る
　
①

　
　

皆
さ
ん
の
会
社
に
は
、
後
継
者
は
い
ま
す
か
?



広報とよおか　2013.4.25 18

エ
コ
バ
レ
ー
、大交

流
の
推
進

《
平
成
25
年
1
〜
3
月
取
組
み
》

■
大
規
模
太
陽
光
発
電
所（
山
宮

地
場
ソ
ー
ラ
ー
）の
整
備

　

第
1
期
事
業
の
冬
期
3
カ
月
間

（
平
成
24
年
12
月
中
旬
〜
平
成
25

年
3
月
末
）の
発
電
実
績
は
、
想

定
発
電
量
の
86
％
で
し
た
。

■
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

　

3
月
末
現
在
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

交
付
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

・
2
万
4
8
8
8
ポ
イ
ン
ト
交
付

・
第
2
回
抽
選
会　

3
月
24
日

　
（
賞
品
は
38
社
が
提
供
）

○
企
業
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

・
61
事
業
所
が
登
録

・
2
9
4
万
5
0
0
0
ポ
イ
ン
ト

交
付

■
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　

毎
月
第
2
水
曜
日
、
豊
岡
ノ
ー

マ
イ
カ
ー
デ
ー
を
実
施

・
第
4
回　

1
月
9
日　

　

14
事
業
所
、
3
個
人
、
計
2 

0  

5
人
参
加

・
第
5
回　

2
月
13
日　

　

15
事
業
所
、
2
個
人
、
計
1 

7 

生
物
多
様
性
関
連
事
業の推

進

《
平
成
25
年
1
〜
3
月
取
組
み
》

■「
第
2
回
世
界
一
田
め
に
な
る

学
校
フ
ィ
ー
ル
デ
イ
ズ
in
佐

渡
」に
参
加

　

2
月
2
・
3
日
、
東
京
で
8
月

に
開
催
さ
れ
た「
世
界
一
田
め
に

な
る
学
校
」に
引
き
続
き
、
新
潟

県
佐
渡
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
観
察
や
体
験

を
踏
ま
え
、
未
来
の
田
ん
ぼ
を
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、

「
佐
渡
音
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
ま
し

新
庁
舎
建
設
事
業
の
推
進

　

現
本
庁
舎
の
補
修
工
事
が
必
要

と
な
っ
た
た
め
、
工
事
全
体
に
遅

れ
が
生
じ
、
工
期
を
7
月
25
日
ま

で
延
長
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

工
事
の
進
行
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

《
平
成
25
年
1
〜
3
月
取
組
み
》

■
工
事
の
状
況

○
現
本
庁
舎
工
事
…
内
装
と
外
装

の
仕
上
げ

工
事
を
進

め
、
新
設

エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設

置
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

○
新
庁
舎
工
事
…
高
層
部
お
よ
び

東
低
層
部
の
躯
体
工
事
が
完
了

し
、
順
次
内
装
お
よ
び
外
装
の

仕
上
げ
工
事
を
進
め
ま
し
た
。

■
そ
の
他

　

8
月
に
全
て
の
本
庁
部
署（
健

康
福
祉
部
、上
下
水
道
部
を
除
く
）

を
段
階
的
に
新
庁
舎
へ
移
転
す
る

た
め
、
移
転
運
搬
業
務
の
委
託
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。

《
4
月
以
降
の
予
定
》

　

現
本
庁
舎
と
新
庁
舎
の
内
装
仕

上
げ
工
事
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

▲躯体工事が進み新庁
舎の全容が明らかに

平
成
24
年
度（
平
成
25
年
1
〜
3
月
）

市
の
主
要
事
業
の
あ
ゆ
み

5
人
参
加

・
第
6
回　

3
月
13
日

　

15
事
業
所
、
3
個
人
、
計
1 

7 

0
人
参
加

■
ス
マ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
調
査

　

市
内
5
カ
所（
畑
上
、
圡
渕
、

万
劫
、
奥
山
、
坂
津
）で
小
水
力

発
電
な
ど
の
利
用
可
能
量
調
査
を

行
い
、
3
月
末
に
ま
と
め
ま
し
た
。

■
大
交
流
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

策
定

　

3
月
か
ら
市
内
関
係
者
が
参
加

し
、
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
大
河
ド
ラ
マ
活
用
に
よ
る
情
報

発
信

　

大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」の
登

場
人
物
で
、
出
石
藩
出
身
の
川
崎

尚
之
助
を
通
し
て
、
出
石
・
豊
岡

の
情
報
発
信
や
関
係
地
域
と
の
交

流
を
進
め
ま
し
た
。

■
海
外
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
た
情
報
発
信

　
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ

イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」に
城
崎
温
泉

が
二
つ
星
で
掲
載
さ
れ
る
な
ど
豊

岡
市
が
広
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

《
平
成
25
年
4
月
以
降
の
予
定
》

■
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
の
整
備

・
山
宮
地
場
ソ
ー
ラ
ー
第
2
期
事

た
。

・
新
潟
県
佐
渡
市
、
宮
城
県
大
崎

市
、
豊
岡
市（
6
人
）の
小
学
生

17
人
が
参
加

■
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
検
討

　

検
討
委
員
会
で
の
検
討
案
を
ま

と
め
ま
し
た
。
夏
ま
で
に
戦
略
を

策
定
す
る
予
定
で
す
。

・
検
討
委
員
会　

　

第
4
回　

2
月
14
日

　

第
5
回　

3
月
13
日

・
検
討
案
市
民
説
明
会　

3
月
9

日
■
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
学
術
研

究
発
表
会
の
開
催

　

3
月
24
日
、
平
成
23
・
24
年
度

に
市
の
補
助
を
活
用
し
、
豊
岡
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
研
究
を
行
っ
た
10

人（
組
）の
学
生
が
、
研
究
成
果
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
過
去
の
補
助
金
活
用

研
究
の
中
か
ら
、
特
別
報
告
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

■
コ
ウ
ノ
ト
リ
K
I
D
S
ク
ラ
ブ

　

学
校
や
学
年
を
超
え
て
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
と
そ
の
生
息
を
支
え
る
豊

岡
の
自
然
に
つ
い
て
学
ぶ
活
動
を

年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、小
学
生
19
人
、

中
学
生
1
人
が
、9
回
の
定
例
活
動

の
他
、他
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
活
動
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

業
は
、
4
月
に
着
手
し
、
9
月

末
に
完
成
予
定
で
す
。

・
堀
地
区
地
場
ソ
ー
ラ
ー
は
、
㈱
カ

ネ
カ
が
市
有
地
を
借
り
て
、
太

陽
光
発
電
所
を
整
備
予
定
で
す
。

・
竹
貫
地
区
地
場
ソ
ー
ラ
ー
は
、

市
が
太
陽
光
発
電
所
を
整
備
予

定
で
す
。

■
大
交
流
の
推
進

　

豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
首
都
圏
で
の

情
報
発
信
、
外
国
人
の
誘
客
促
進

な
ど
の
海
外
戦
略
、
情
報
誌「
豊

岡
顔
ふ
ぇ
い
す

」や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
大

河
ド
ラ
マ
活
用
な
ど
に
よ
る
情
報

発
信
戦
略
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
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歩
い
て
暮
ら
す

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

《
平
成
25
年
1
〜
3
月
取
組
み
》

■
健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

○「
か
ら
だ
づ
く
り
。
仲
間
づ
く

り
。
ま
ち
づ
く
り
。」開
催

　

1
月
27
日

・
大
阪
産
業
大
学
・
一
般
社
団
法

人OVAL HEART JAPAN

主
催

・
新
し
い
健
康
、
体
力
づ
く
り
の

か
た
ち
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

○
モ
デ
ル
地
区
代
表
者
会
議
開
催

　

2
月
25
日

・
西
花
園
、
下
陰
、
桑
野
本
、
岩

中
区
の
代
表
者
が
活
動
状
況
や

課
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

・
参
加
者
の
拡
大
、
継
続
の
重
要

性
や
参
加
者
が
楽
し
く
、
目
標

を
持
っ
て
取
り
組
め
る
教
室
づ

く
り
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

○
健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
開

催　

3
月
4
日

・
テ
ー
マ「
健
康
づ
く
り
で『
人
・

む
ら
・
ま
ち
』を
元
気
に
」

・
モ
デ
ル
地
区
の
下
陰
、
桑
野
本

区
が
実
践
発
表

○
血
液
検
査
等
の
結
果

　

運
動
教
室
参
加
者
と
未
参
加

者
を
比
較
す
る
と
、
3
カ
月
間

で
B
M
I
が
適
正
と
な
り
、
イ

ン
ス
リ
ン
の
効
き
目
を
表
す
値

公
共
交
通
利
用
促
進

《
平
成
25
年
1
〜
3
月
取
組
み
》

■
上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験

事
業

　

卒
業
後
も
通
学
や
通
勤
に
神
鍋

線
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
神

鍋
線
沿
線
の
日
高
西
中
学
校
3
年

生
に
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
活
性
化

《
平
成
25
年
1
〜
3
月
取
組
み
》

■（
仮
称
）ま
ち
な
か
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
整
備
事
業

　

市
土
地
開
発
公
社
が
平
成
9
年

に
先
行
取
得
し
た
市
街
地
東
部
の

用
地（
現
在
は
い
ち
ご
駐
車
場
）を

市
が
買
戻
し
ま
す
。

　

来
訪
者
を
中
心
市
街
地
に
引

き
込
む
市
街
地
東
部
の
玄
関
口

を
創
出
す
る
た
め
に
、（
仮
称
）カ
バ

ン
・
ア
ル
チ
ザ
ン
・
ス
ク
エ
ア
事
業

と
連
携
し
、
来
訪
者
向
け
の
情

報
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
で
き

る
多
目
的
広
場「（
仮
称
）ま
ち
な

か
ス
テ
ー
シ
ョン
」を
整
備
し
ま
す
。

▲健康づくり市民のつどい

（
H
O
M
A

－

R
）が
改
善
。
健
康

に
対
す
る
効
果
、
特
に
糖
尿
病
予

防
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

《
今
後
の
予
定
》

■
健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

・
運
動
教
室
や
歩
数
計
の
参
加
者

が
増
え
、
地
域
で
の
健
康
づ
く

り
の
輪
が
ま
す
ま
す
広
が
る
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
運
動
教
室（
玄
さ
ん
元
気
教
室
）

の
全
市
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
線
地
区
の
主
に
高
校

生
を
対
象
に
、
神
鍋
線
利
用
意
向

調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。

・
日
高
西
中
学
校
出
前
授
業　

2

月
25
日

・
利
用
意
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施　

2
月

・
乗
込
調
査
の
実
施　

延
べ
3
回

■
市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」住
民
説

明
会

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成
24
年

9
月
ま
で
の
1
年
間
の
市
営
バ
ス

「
イ
ナ
カ
ー
」の
利
用
状
況
を
お
知

ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

地
区
別
に
住
民
説
明
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

・
市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」住
民
説

明
会（
7
地
区
）　

2
月
5
日
〜

20
日

■
e
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
機
関

で
の
通
勤
へ
転
換
す
る
取
組
み

「
e
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
昨
年

10
月
か
ら
毎
月
第
2
水
曜
日
を

「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」と
し

て
い
ま
す
。

《
4
月
以
降
の
予
定
》

■
南
庁
舎
別
館
施
設
利
活
用
事
業

　

菓
子
を
中
心
テ
ー
マ
に
に
ぎ
わ

い
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　

施
設
を
運
営
す
る
予
定
の「
一

般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
」（
篠
山
市
）

の
提
案
内
容
の
実
現
に
向
け
、
実

施
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

■（
仮
称
）カ
バ
ン
・
ア
ル
チ
ザ

ン
・
ス
ク
エ
ア
事
業

　

事
業
主
体
の
豊
岡
ま
ち
づ
く
り

㈱
に
お
い
て
、
実
施
設
計
が
行
わ

れ
て
お
り
、
シ
ョ
ッ
プ
は
平
成
26

年
1
月
、
鞄
職
人
育
成
ス
ク
ー
ル

は
平
成
26
年
春
の
開
設
を
目
指
し

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
平
成
25
年
4
月
以
降
の
予
定
》

■（
仮
称
）ま
ち
な
か
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
整
備
事
業

　

4
月
に
事
業
用
地
を
買
い
戻
し
、

7
月
に
整
備
工
事
着
手
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
1
月
、「（
仮
称
）ま
ち

な
か
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」が
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
で
す
。

■
南
庁
舎
別
館
施
設
利
活
用
事
業

　

7
月
に
実
施
設
計
作
業
を
終
え
、

秋
か
ら
整
備
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
春
に
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
。

■（
仮
称
）カ
バ
ン
・
ア
ル
チ
ザ

ン
・
ス
ク
エ
ア
事
業

　

6
月
か
ら
整
備
工
事
に
着
手
さ

れ
る
予
定
で
す
。

■
上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成
24
年

9
月
ま
で
の
社
会
実
験
で
は
、
目

標
利
用
者
数
を
達
成
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高
校
生

の
利
用
増
加
や
高
齢
者
の
外
出
機

会
の
創
出
な
ど
、
一
定
の
成
果
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
社
会
実
験
を

1
年
間
継
続
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
運
行
事
業
者
や

地
域
と
一
体
と
な
り
、
利
用
促
進

に
取
り
組
み
ま
す
。



　

平
成
24
年
２
月
に
実
施
し
た
市

役
所
現
本
庁
舎
の
曳
家
の
様
子
を

現
場
作
業
員
の
表
情
な
ど
を
盛
り

込
み
な
が
ら
記
録
映
像
と
し
て
ま

と
め
ま
し
た
。

　

5
日
間
で
約
3
千
ト
ン
の
現
本

庁
舎
が
南
へ
約
25
メ
ー
ト
ル
移
動

す
る
歴
史
的
瞬
間
と
そ
の
工
事
の

過
程
を
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

映
像
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

各
地
区
公
民
館
で
視
聴
で
き
る
ほ

か
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
図
書
館
本
館
・
各

分
館
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
現
本
庁
舎
曳
家
工
事
の
概
要
】

・
現
本
庁
舎
竣
工　

昭
和
2
年

・
3
階
部
分
増
築　

昭
和
27
年　

・
大
き
さ
：
幅
約
33
ｍ
×
奥
行
約

　

20
ｍ
×
高
さ
約
21
ｍ　

・
重
量
：
約
3
千
ト
ン

〜
記
憶
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
〜

市
役
所
現
本
庁
舎
曳ひ

き

家や

の
記
録
映
像
完
成

　

3
月
19
日
、
市
は
歴
史
研
究
家

の
あ
さ
く
ら
ゆ
う
さ
ん
に
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

あ
さ
く
ら
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」の
登
場
人

物
・
出
石
藩
出
身
の
川
崎
尚
之
助

の
消
息
を
追
い
、
新
史
料
を
発
掘

し
ま
し
た
。　

　
こ
れ
に
よ
り
、尚
之
助
が
鶴
ヶ
城

開
城
前
後
に
逃
げ
出
し
た
と
の
説

が
く
つ
が
え
り
、戊
辰
戦
争
後
も
元

会
津
藩（
斗
南
藩
）士
と
行
動
を
共

に
し
、藩
の
人
々
の
飢
餓
を
救
う
た

め
に
献
身
的
に
尽
く
し
た
こ
と
を

証
明
し
ま
し
た
。出
石
の
願
成
寺
で

弔
わ
れ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。 　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
出
版
し
た

「
川
崎
尚
之
助
と
八
重
」を
通
し
て
、

尚
之
助
の
存
在
と
一
途
で
誠
実
な

人
物
像
を
世
に
広
め
、
市
民
に
誇

り
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

3
月
24
日
、
市
立
西
気
小
学
校

（
日
高
町
東
河
内
）の
閉
校
式
を
行

い
ま
し
た
。
同
校
は
、
明
治
7
年

に
大
円
寺
本
堂
を
借
り
て
開
校
。

以
来
1
3
8
年
の
歴
史
に
幕
を
降

ろ
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
閉
校
式
の
前
に
、
地
域

主
催
に
よ
る「
神
鍋
火
山
太
鼓
」が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
関
係
者
の
あ
い
さ

つ
の
ほ
か
、校
歌
斉
唱
や
校
旗
返
還

の
セ
レ
モ
ニ
ー
、思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド

上
映
な
ど
を
行
い
、全
児
童
が「
そ

う
だ
ろ
節
」を
踊
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
校
式
の
後
、「
西
気
明

日
の
い
し
ず
え
」と
刻
ん
だ
記
念

碑
の
除
幕
式
を
地
域
が
行
い
、
参

加
者
全
員
で
風
船
を
大
空
に
向
け

飛
ば
し
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
。

8
日
に
は
市
立
清
滝
小
学
校（
日

高
町
山
宮
）と
の
統
合
式
を
行
い
、

新
し
い
清
滝
小
学
校
の
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。
式
で
、
中
貝
市
長
は

「
子
ど
も
た
ち
が
両
校
の
歴
史
を

受
け
継
ぎ
、
新
し
い
学
び
を
紡
ぐ

こ
と
を
期
待
し
ま
す
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

9
日
に
は
入
学
式
が
行
わ
れ
、

児
童
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

あ
り
が
と
う
、さ
よ
う
な
ら「
西
気
小
学
校
」

そ
し
て
、新
た
な
ス
タ
ー
ト

▲（左から）川崎ちづ代さんと修さん（出石
藩川崎家子孫）、あさくらゆうさん、中
貝市長

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
3
月
】

19
日
・
あ
さ
く
ら
ゆ
う
さ
ん
に
感

謝
状
贈
呈

22
日
・
川
崎
尚
之
助
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

24
日
・
西
気
小
学
校
閉
校
式

　
　

・
豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生

復
帰
学
術
研
究
発
表
会

26
日
・
六
方
川
排
水
機
場
竣
工
式

27
日
・
豊
岡
市
若
者
自
立
支
援
対

策
連
絡
会
議
発
足

28
日
・
豊
岡
市
都
市
計
画
審
議
会

　
　

・
湯
の
原
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
点

火
式

29
日
・
神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円

バ
ス
社
会
実
験
事
業
」協

定
書
締
結
式

30
日
・
五
荘
奈
佐
幼
稚
園
舎
竣
工

式

【
4
月
】

1
日
・
市
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー（
11
施
設
）を
民
間
事

業
者
に
移
管

　
　

・
豊
岡
防
災
公
園
ト
イ
レ
供

用
開
始

7
日
・
日
高
消
防
団
消
防
初
出
式

8
日
・
清
滝
・
西
気
小
学
校
統
合

式

▲清滝小学校と西気小学校の統合
式

▲西気小学校児童全員による「そうだ
ろ節」

あ
さ
く
ら
ゆ
う
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
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3
月
下
旬
、「
乗
っ
て
守
ろ
う
神

鍋
線
」集
会
が
あ
り
ま
し
た
。
昨

年
度
、
バ
ス
運
賃
を
上
限
2
0
0

円
に
下
げ
、
利
用
者
数
を
2
倍
に

増
や
す
社
会
実
験
を
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
目
標
の
73
％
に
止
ま
り
、

市
の
バ
ス
会
社
へ
の
赤
字
補
て
ん

は
増
え
ま
し
た
。

　

が
、
い
い
兆
候
も
あ
り
ま
し
た
。

村
を
挙
げ
て
利
用
し
て
い
た
だ
い

た
区
も
あ
り
ま
し
た
。
高
校
生
が

バ
ス
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

実
験
期
間
は
1
年
の
約
束
で
し

た
。
し
か
し
、「
も
う
一
度
チ
ャ
ン

ス
を
欲
し
い
」と
い
う
沿
線
地
区

の
皆
さ
ん
の
熱
意
に
負
け
、
も
う

1
年
延
長
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
今
度
こ
そ
、
乗
っ
て
守
る
ぞ
」

危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
関
係
者

の
決
起
集
会
で
し
た
。

　

夜
。
バ
ス
で
や
っ
て
き
た
、
会

場
い
っ
ぱ
い
の
人
た
ち
。
全
但
バ

ス
の
社
長
や
労
組
委
員
長
を
始
め
、

社
員
た
ち
。
市
職
員
。
真
顔
で
す
。

　

地
元
代
表
、
全
但
バ
ス
社
長
の

決
意
表
明
の
後
、
突
然
社
員
た
ち

が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
前
に
出
て
き
ま
し

た
。
そ
の
数
ざ
っ
と
30
人
。

　

神
鍋
線
で
行
っ
た
乗
客
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、「
運
転
手
の
接
客
態
度

が
な
っ
て
い
な
い
」「
私
た
ち
に
は

乗
れ
乗
れ
と
求
め
て
お
き
な
が
ら
、

彼
ら
は
何
を
し
て
い
る
の
か
」と

い
う
厳
し
い
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

社
内
で
の
真
剣
な
議
論
を
踏
ま

え
、「
私
た
ち
は
、
気
持
ち
の
い
い

運
行
を
し
ま
す
」と
い
う
宣
言
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
社
員
が
持
っ
て

い
た
大
き
な
布
に
は
、「
挑
戦
!
」

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
心
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
利
便
性
も
上
げ
ま
し
た
。

バ
ス
停
を
増
や
し
、
増
便
し
、
利

用
し
や
す
い
経
路
に
し
、
一
部
希

望
の
場
所
で
降
り
ら
れ
る
フ
リ
ー

降
車
制
度
も
設
け
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
予
算
編
成
時
、
社
会

実
験
の
許
可
を
求
め
る
担
当
職
員

に
私
は
こ
う
尋
ね
ま
し
た
。

　
「
目
標
が
達
成
で
き
な
け
れ
ば

腹
を
切
る
覚
悟
が
あ
る
か
?
」「
は

い
!
」

　
「
あ
の
と
き
、
そ
う
言
っ
た
よ

な
」「
は
い
」「
で
、ど
う
す
る
ん
だ
」

「
一
軒
一
軒
、
乗
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
回
り
ま
す
!
」

　

職
員
た
ち
は
、
関
係
者
と
共
に
、

沿
線
の
一
軒
一
軒
、
バ
ス
利
用
を

訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
は
、
総
務
省
の「
若
手
企
業

人
地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
活

用
し
、
4
月
か
ら
、
大
都
市
圏
企

業
の
社
員
派
遣
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
企
業
社
員
の
視
点
や
活
力

を
生
か
し
、
地
域
の
魅
力
や
価
値

の
向
上
に
つ
な
げ
、
地
域
の
活
性

化
や
大
都
市
圏
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

　

本
市
に
迎
え
た
の
は
、
楽
天
ト

ラ
ベ
ル
㈱
の
佐
藤
暢よ

う

祐す
け

さ
ん
と
㈱

日
立
製
作
所
の
椎し

い

原は
ら

省
悟
さ
ん
。

本
市
環
境
経
済
部
大
交
流
課
の
職

員
と
し
て
、
1
年
間
、
大
交
流
や

海
外
戦
略
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

市
は
、
三
条
市
に
避
難
さ
れ
て

い
る
方
々
へ
、
平
成
23
年
3
月
に

新
一
年
生
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど

を
贈
っ
て
以
来
、
支
援
を
続
け
て

い
ま
す
。
昨
年
末
に
も「
お
正
月

産
品
」の
贈
り
物
を
届
け
ま
し
た
。

　

4
月
2
日
、「
豊
岡
の
皆
様
へ
、

お
礼
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た

い
」と
、
避
難
者
の
発
案
で
作
製

さ
れ
た
人
形
な
ど
が
届
き
、
感
謝

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
収
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【
届
い
た
品
物
】

・
パ
ソ
コ
ン
モ
ッ
プ
人
形
53
個

・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
人

形「
が
ん
ば
る
象
〜
さ
ん
」7
個

・
感
謝
の
気
持
ち
が
綴
ら
れ
た
手

　

紙
12
通
、
色
紙
２
枚

三
条
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
被
災
者
の
皆
さ
ん
か
ら

お
礼
の
品
が
届
き
ま
し
た

大
都
市
圏
企
業
の
社
員
を

市
職
員
と
し
て
迎
え
ま
し
た

乗
っ
て
守
ろ
う

66

▲（左から）佐藤暢祐さんと椎原省
悟さん

▲送られてきたパソコンモッ
プ人形

▲

ス
ポ
ー
ツ
施
設
ガ
イ
ド「
I
K
O
I
K 

O
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
」

　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
豊
岡
市
に
誘
致
す
る

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
ガ
イ
ド

「
I
K
O
I
K
O
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
に
は
、
野
茂
英
雄
さ
ん

（
N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
代
表
理
事
）の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
掲
載
し
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
関

連
施
設
を
地
域
別
に
紹
介
。
ゴ
ル

フ
場
や
ス
キ
ー
場
、
グ
ル
メ
や
温

泉
施
設
な
ど
の
関
連
情
報
、
医
療

施
設
や
詳
細
な
ア
ク
セ
ス
ガ
イ
ド

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、「
ス
ポ
ー
ツ
拠
点 

豊
岡
」を
発
信
し
、ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
有
効
活
用
を
進
め
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
や
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。 豊

岡
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク「
Ｉ行

こ

行

こ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
」の
発
行
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豊
岡
な
ら
で
は
の「
か
ば
ん
の
職
人
学
校
」や「
カ
バ
ン
・

パ
ー
ツ
・
シ
ョ
ッ
プ
」の
開
設
に
ま
い
進
す
る
、元
気
な
男
性

を
紹
介
し
ま
す
。

林　

健
太
さ
ん（
29
歳
）小
田
井
町

「
か
ば
ん
の
拠
点
施
設
」誕
生
に
ま
い
進

か
ば
ん
で
豊
岡
を
楽
し
い
ま
ち
に蝶ネクタイがトレードマークの林さん関係者との協議

場
産
業
。
産
地
の『
見
せ
方
』を
工

夫
し
た
い
で
す
」と
の
こ
と
。
か

ば
ん
工
場
に
並
べ
て
あ
る
錠
前

な
ど
の
パ
ー
ツ
や
小
物
を
見
て
、

「
こ
ん
な
の
都
会
で
も
手
に
入
ら

な
い
。
面
白
い
」と
感
じ
、
ま
た
、

か
ば
ん
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
や
修

理
工
場
な
ど
、
市
内
に
は「
見
せ

場
」と
な
る
素
材
が
集
積
し
て
い

る
こ
と
に
気
付
い
た
と
か
。「
こ
こ

ま
で
か
ば
ん
と
共
生
し
て
い
る
ま

ち
は
、
国
内
で
は
豊
岡
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
古
い
ミ
シ
ン
の
音
が
響

く
光
景
が
あ
る
と
、
も
っ
と
面
白

い
で
す
ね
。
豊
岡
と
か
ば
ん
の
印

象
を
つ
な
げ
て
、
認
知
度
を
高
め

た
い
で
す
」と
構
想
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。

か
ば
ん
で
楽
し
い
ま
ち
に

　
「
か
ば
ん
は
、
豊
岡
を
活
性
化

さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
、
か
ば
ん
職

人
さ
ん
の
仕
事
へ
の
誇
り
は
、
豊

岡
の
か
ば
ん
の
最
大
の
強
み
で

す
」と
語
気
を
強
め
ま
す
。「
こ
れ

ま
で
の
か
ば
ん
業
界
の
や
り
方
が

あ
り
、
思
う
よ
う
に
仕
事
が
進
ま

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
関
係

者
に
は
情
熱
が
あ
り
ま
す
。『
よ
そ

者
・
若
者
・
ば
か
者
』の
発
想
を

大
切
に
、
魅
力
あ
る
か
ば
ん
で
楽

し
い
ま
ち
に
し
た
い
で
す
」と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

かばんのパーツや部品は面白い！

画
は
、
見
事
に
採
用
さ
れ
、
運
営

に
も
誘
わ
れ
ま
し
た
。「
私
は
ま
だ

29
歳
と
若
い
で
す
が
、
豊
岡
に
来

る
こ
と
で
、
大
き
な
仕
事
に
関
わ

れ
る
こ
と
に
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し

た
。
ま
た
、
か
ば
ん
事
業
者
な
ど

業
界
の
ト
ッ
プ
の
方
々
と
人
脈
を

作
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
め
っ
た
に
な

い
」と
、
昨
年
8
月
、
同
社
の
誘

い
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

外
か
ら
目
線
に
ヒ
ン
ト

　

会
社
で
の
肩
書
き
は
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
。
カ
バ
ン
ア
ル
チ
ザ
ン
事
業

の
企
画
・
段
取
り
・
運
営
・
管
理

の
全
て
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
来
春
の
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
に
向
け
、
関
係
者
と
の
協

議
を
中
心
に
、「
か
ば
ん
の
職
人
学

校
」や「
カ
バ
ン
・
パ
ー
ツ
・
シ
ョ

ッ
プ
」な
ど
の
開
設
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。「
答
え
の
な
い
世
界
で

す
。
か
ば
ん
の
流
通
の
さ
せ
方
な

ど
、
豊
岡
で
し
か
学
べ
な
い
、
豊

岡
な
ら
で
は
の
学
校
に
し
た
い
で

す
。
ま
た
、
販
売
す
る
商
品
は
、

地
元
の
方
が
納
得
す
る
だ
け
で
な

く
、
都
会
の
方
や
観
光
客
な
ど
に

喜
ば
れ
る
も
の
で
な
い
と
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
成
り
立
ち
ま
せ
ん
」と

構
想
を
語
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
か
ば
ん
は
流
通
量
が
多

い
の
で
、
産
地
が
見
え
に
く
い
地

　

豊
岡
市
や
か
ば
ん
事
業
者（
工

業
・
卸
・
材
料
商
）、
宵
田
商
店

街
な
ど
が
支
援
す
る「
カ
バ
ン
・

ア
ル
チ
ザ
ン
・
ス
ク
エ
ア（
以
下
、

カ
バ
ン
ア
ル
チ
ザ
ン
と
い
う
。）」

事
業
。
宵
田
商
店
街
の
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
や
か
ば
ん
産
業
を
象
徴
す
る

拠
点
作
り
で
、
活
躍
し
て
い
る
の

が
林　

健
太
さ
ん
で
す
。

立
ち
上
げ
る
仕
事
に
や
り
が
い

　

大
阪
市
出
身
の
林
さ
ん
。
大
学

で
は
建
築
を
専
攻
し
ま
し
た
。「
建

物
を
建
て
る
と
き
は
、
結
婚
や
会

社
の
設
立
な
ど
、
人
生
の
ハ
ッ

ピ
ー
な
瞬
間
。
そ
の
瞬
間
に
立

ち
会
い
た
か
っ
た
」と
醍
醐
味
を

語
り
ま
す
。
次
第
に
、
コ
ン
セ
プ

ト（
基
本
理
念
）や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

（
制
作
）に
魅
力
を
感
じ
出
し
、
在

学
中
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
豊
岡
の

か
ば
ん
販
売
店
の
建
築
模
型
の
制

作
に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、

初
め
て
、
豊
岡
は
か
ば
ん
の
ま
ち

と
知
り
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
照
明
イ
ベ
ン
ト

の
仕
事
に
携
わ
っ
た
際
、
宵
田
商

店
街
空
き
店
舗
活
用
事
業
の
事
業

主
体
で
あ
る
豊
岡
ま
ち
づ
く
り
株

式
会
社
か
ら
、
企
画
を
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。
豊
岡
、
か
ば
ん
と
の
再

会
で
す
。
か
ば
ん
に
特
化
し
た
企

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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環
境
に
や
さ
し
い
食
材
で
体
に
や
さ
し
い
商
品
を
！

中
筋
い
き
が
い
ク
ラ
ブ（
豊
岡
）

　

約
10
年
前
、
定
年
退
職
し
た
お

茶
飲
み
友
達
が
集
ま
り
、「
何
か
や

ろ
う
か
」と
始
め
た
漬
物
作
り
が

「
中
筋
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
」誕
生
の

き
っ
か
け
で
す
。
現
在
は
、
出
石

農
産
物
加
工
場
を
借
り
て
9
人
の

メ
ン
バ
ー
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
販
売
し

た
商
品
は
、
小
松

菜
の
浅
漬
け
で
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
初
放

鳥
の
日（
平
成
19

年
7
月
31
日
）で

し
た
。
そ
の
後
は
、

い
ち
ご
ジ
ャ
ム
や

黒
豆
や
わ
ら
か
煮

な
ど
を
生
産
･
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
太
田
国
雄
さ
ん
は「
5

年
前
に
大
病
を
患
い
、
免
疫
力
を

高
め
、体
温
を
上
げ
る
シ
ョ
ウ
ガ
紅

茶
に
は
ま
り
ま
し
た
。
何
か
シ
ョ

ウ
ガ
を
使
っ
た
商
品
が
作
れ
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

当
初
は
、
高
知
県
四
万
十
町
か

ら
シ
ョ
ウ
ガ
を
仕
入
れ
、
シ
ョ
ウ

ガ
の
シ
ロ
ッ
プ
や
粉
末
の
商
品
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
健
康
に
良
い
シ

ョ
ウ
ガ
を
豊
岡
の
豊
か
な
土
地
で

生
産
し
て
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、

平
成
23
年
11
月
に
中
筋
生し
ょ
う

姜が

生
産

組
合
が
設
立
さ
れ
、
減
農
薬
で
安

全
・
安
心
な「
こ

う
の
と
り
生
姜
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
こ

れ
を
使
用
し
、
株

式
会
社
ト
キ
ワ

（
香
美
町
）の
協
力

を
得
て
、
生
姜
シ

ロ
ッ
プ
、
生
姜
粉

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
ほ
か
、
生
姜

し
ぼ
り
汁
、
生
姜

コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー

ル（
ジ
ャ
ム
）、
生
姜
醤
油
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。「
こ
う
の
と
り
生
姜

の
商
品
を
多
く
の
方
に
賞
味
し
て

ほ
し
い
で
す
」と
メ
ン
バ
ー
は
話

し
ま
す
。
間
も
な
く
、
入
浴
剤「
こ

う
の
と
り
生
姜
風
呂
」を
発
売
す

る
予
定
で
す
。
体
脂
肪
燃
焼
、
疲

労
回
復
に
効
果
あ
り
と
の
こ
と
。

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

▲和やかに商品作りに取り組むメンバー

　

4
月
12
日
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
は
、
4
月
14

日
に
運
行
開
始
の
観
光
型
車
両「
あ
か
ま
つ
」「
あ

お
ま
つ
」の
特
別
体
験
試
乗
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

車
両
は
、
九
州
新
幹
線
を
手
掛
け
た
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
水
戸
岡
鋭
治
さ
ん
が
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
。
座

席
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
が
木
製
で
、
窓
に
向
か
っ
て

座
れ
る
席
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者

ら
は
景
色
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
内
装
の
イ
ン
テ

リ
ア
に
も
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
北
井　

進
さ
ん（
日
高
町
日
置
）は

「『
あ
か
ま
つ
』は
、
ソ
フ
ァ
が
あ
り
、
家
庭
的
な

雰
囲
気
で
、
周
り
の
方
と
仲
良
く
話
し
を
し
な
が

ら
乗
れ
ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。　

4
月
13
日
、
出
石
歴
史
文
化
交
流
館（
出
石
町

松ま
つ

枝が
え

）が
完
成
し
、
お
披
露
目
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
建
物
は
、
元
々
は
出
石
藩
の
下
級
武

士
の
民
家
だ
っ
た
も
の
で
、
出
石
に
現
存
す
る
貴

重
な
歴
史
遺
産
で
す
。

　

集
ま
っ
た
地
元
の
皆
さ
ん
は
、
式
典
後
、
建
物

内
部
を
見
学
し
、
出
石
高
等
学
校
茶
道
部
の
抹
茶

の
も
て
な
し
を
受
け
る
な
ど
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

松
枝
区
長
の
片
山
正
之
さ
ん
は「
老
朽
化
で
危

険
だ
っ
た
建
物
が
、
茅か
や

葺ぶ
き

屋
根
を
は
じ
め
、
見
事

に
修
復
さ
れ
た
。
多
目
的
交
流
施
設
と
し
て
ど
ん

ど
ん
使
っ
て
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）観
光
型
車
両「
あ
か
ま
つ
」

「
あ
お
ま
つ
」特
別
体
験
試
乗
会

観
光
型
車
両
に
乗
っ
て
旅
を
楽
し
も
う
！

「
足
軽
長
屋
」保
存
修
理
お
披
露
目
会

歴
史
遺
産
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
変
身

▲体験試乗を終え、満足した表情で車両を降りる

▲内部に入ると当時の暮らしが思い浮かぶ

広報とよおか　2013.4.2523
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〜
宅
配
便
で
お
金
を
送
ら
な
い
で
!!
〜
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 ▲期日前投票所の様子

投
票
日
当
日
、
旅
行
の
た
め
投

票
所
に
行
け
ま
せ
ん
が
、
投
票

す
る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
用
事

が
あ
る
な
ど
、
一
定
の
事
由
に
該

当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方
を
対
象

に
、「
期
日
前
投
票
制
度
」が
利
用

で
き
ま
す
。

　

投
票
期
間
は
、
告
示（
公
示
）日

の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま

で
の
間
で
す
。
時
間
は
、
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
8
時
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、期
間
・
時
間
を
短
縮
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
実
際
の
選

挙
の
際
に
は
、
市
広

報
紙
等
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

投
票
場
所
は
、
各
市
区
町
村
に

1
カ
所
以
上
設
け
る「
期
日
前
投

票
所
」で
、
本
市
で
は
、
本
庁
・

各
支
所
の
計
6
カ
所
に
設
け
て
い

ま
す
。
投
票
は
、
お
住
ま
い
の
地

域
に
関
係
な
く
、
市
内
の
ど
の
期

日
前
投
票
所
で
も
投
票
が
可
能
で

す
。
仕
事
帰
り
に
勤
務
先
近
く
の

期
日
前
投
票
所
を
利
用
し
て
投
票

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

投
票
手
続
き
は
、
宣
誓
書
の
記

入〔
住
所
・
氏
名
・
選
挙
期
日
に

投
票
に
行
け
な
い
理
由（
列
挙
さ

れ
た
事
由
の
中
か
ら
選
択
な
ど
）〕

が
必
要
で
す
が
、
基
本
的
に
は
投

票
日
当
日
の
投
票
所
に
お
け
る
投

票
と
同
じ
で
す
。

　
「
買
え
買
え
詐
欺
」と
も
い
え
る

「
劇
場
型
」の
手
口
で
勧
誘
す
る
、

未
公
開
株
な
ど
の
も
う
け
話
の
ト

ラ
ブ
ル
が
、
高
齢
者
を
中
心
に
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
銀
行
振
込
で
は
な
く
、

宅
配
便
を
使
っ
て
金
銭
を
送
付
さ

せ
る
手
口
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

一
度
送
金
し
て
し
ま
う
と
、
お
金

を
取
り
戻
す
こ
と
は
非
常
に
困
難

で
す
。
絶
対
に
お
金
を
宅
配
便
で

送
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
事
例

○
1
千
万
円
を
衣
類
と
偽
っ
て
宅

配
便
で
送
る
よ
う
指
示
さ
れ
、

お
金
を
送
付

　

B
社
か
ら「
A
社
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
届
い
て
い
な
い
か
」と
電

話
が
あ
っ
た
。
届
い
て
い
る
こ
と

を
伝
え
る
と
、「
A
社
か
ら
社
債
を

購
入
し
た
い
。
代
金
は
こ
ち
ら

で
支
払
う

の
で
、
代

わ
り
に
A

社
の
社
債

を
申
し
込

ん
で
ほ
し

い
」と
言
わ
れ
た
の
で
、
フ
ァ
ッ

　

宅
配
便
で

現
金
を
送
付

す
る
よ
う
指

示
す
る
こ
と

自
体
、
通
常
で
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
宅
配
便
で
お
金
を
送
っ

て
し
ま
う
と
、
証
拠
も
残
ら
な
い

こ
と
が
多
く
、
お
金
を
取
り
戻
す

こ
と
は
ま

す
ま
す
困

難
に
な
り

ま
す
。

　

お
か
し

い
な
と
思

っ
た
ら
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
前
に
、
豊
岡
市

く
ら
し
の
相
談
室
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

※
現
金
の
送
付
に
つ
い
て

　

お
金
を
送
る
場
合
、
郵
便
法
上

は「
書
留
」で
送
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
事
例
の
よ
う
に
宅
配
便
で

お
金
を
送
っ
た
場
合
、
万
が
一
の

こ
と
が
あ
っ
て
も
補
償
さ
れ
ま
せ

ん
。

ク
ス
で
申
込
書
を
A
社
に
送
っ
た
。

　

翌
日
、
A
社
か
ら
電
話
が
あ
り
、

「
B
社

か
ら
代

金
が
振

り
込
ま

れ
た
が
、

あ
な
た

の
居
住

地
か
ら

の
振
り
込
み
で
は
な
い
。
金
融
担

当
庁
か
ら
指
摘
さ
れ
、
口
座
が
凍

結
さ
れ
た
。
名
義
貸
し
は
問
題
だ
。

こ
の
ま
ま
で
は
あ
な
た
は
刑
務
所

行
き
に
な
る
。
至
急
、
現
金
で

1
千
万
円
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
宅

配
便
で
商
品
は
衣
類
と
書
き
、
現

金
の
上
に
タ
オ
ル
を
乗
せ
て
送
る

よ
う
に
」と
指
示
さ
れ
、
指
定
さ

れ
た
住
所
に
送
っ
た
。

　

そ
の
後
心
配
に
な
り
家
族
に
相

談
す
る
と「
だ
ま
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」と
の
こ
と
だ
っ
た
。

返
金
し
て
ほ
し
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
宅
配
便
で
現
金
を
送
る
よ
う
に

指
示
さ
れ
て
も
絶
対
に
送
ら
な

い

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

札束

選
挙
の
あ
れ
こ
れ
①
期
日
前
投
票
制
度

　

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
選
挙
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
決
め
事
項
。
今
年
は
、
春
に
豊
岡
市
長
選
挙
が
あ
り
、

夏
に
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
や
知
事
選
挙
、
秋
に
は
市
議
会
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
選
挙
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に『
選
挙
の
あ
れ
こ
れ
』

と
題
し
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
答
え
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
23

-

5
4
5
4
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い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
愛
ち
ゃ

ん
。い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、い
っ
ぱ
い

笑
っ
て
元
気
に
大
き
く
な
あ
れ
。　

（
父 

忠
晴
・
母 

千
加
代
、庄
境
）

根岸愛
あい

奈
な

ちゃん
（平成22年11月12日生）

　

わ
が
家
の
癒
や
し
系
海
瑠
く
ん
。

海
斗
お
兄
ち
ゃ
ん
、愛
奈
お
姉
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
。

（
父 

忠
晴
・
母 

千
加
代
、庄
境
）

根岸海
うみ

瑠
る

ちゃん
（平成23年11月12日生）

　

海
音
す
く
す
く
元
気
に
お
お
き

く
な
ぁ
れ
！
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
ね
♡　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
父 

剛
・
母 

と
き
よ
、江
野
）

嶋田海
か

音
おん

ちゃん
（平成23年12月1日生）

　

勇
く
ん
の
笑
顔
が
大
好
き
だ
よ
♡

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
一
緒
に
遊
ぼ

う
ね
!!　
　
　
　
　
　
　
　

（
父 

智
之
・
母 

真
弓
、戸
牧
）

帆前勇
ゆう

佑
すけ

ちゃん
（平成22年10月14日生）

　

大
好
き
な
牛
乳
を
た
く
さ
ん
飲
ん

で
元
気
い
っ
ぱ
い
健
康
に
大
き
く

育
っ
て
ね
！
こ
う
せ
い
大
好
き
♡

　
　
（
父 

良
平
・
母 

由
美
子
、高
屋
）

成田煌
こう

青
せい

ちゃん
（平成22年12月4日生）

　

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
す
く
す

く
大
き
く
な
っ
て
ね
。　　
　
　
　

（
父 

敏
行
・
母 

静
佳
、正
法
寺
）

上坂眞
ま

世
よ

ちゃん
（平成23年12月3日生）

　

元
気
に
走
り
回
っ
て
る
姿
、と
っ

て
も
と
っ
て
も
か
わ
い
い
よ
。生
ま

れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
ね
。　

（
父 

良
・
母 

真
理
、一
日
市
）

田村蘭
ら

那
な

ちゃん
（平成23年12月15日生）

　

お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
な
ヒ
ロ
く
ん

♡
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、い
っ
ぱ
い
遊

ん
で
す
く
す
く
育
っ
て
ね
！　
　
　

（
父 

政
士
・
母 

優
子
、但
東
町
畑
山
）

酒井洸
ひろ

翔
と

ちゃん
（平成24年5月25日生）

豊
岡
市
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
受
賞

　

平
成
24
年
度
・
第
19
回「
農
業
委

員
会
だ
よ
り
」全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

１
月
か
ら
12
月
の
１
年
間
に
発
行

し
た「
農
業
委
員
会
だ
よ
り　

と
よ

お
か
」が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
豊
岡
市
農
業
委
員
会
が
、
ま
た
、

兵
庫
県
の
代
表
が
同
賞
を
受
賞
し

た
の
は
初
め
て
で
す
。

　

紙
面
に
農
業
委
員
の
関
与
が
見

え
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
く
す
の
き
賞

▽
豊
岡
市
い
ず
み
会
豊
岡
支
部

（
幸
町
）

　

未
就
学
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
、祖
父
母
を
対
象
に
調
理
実
習
や

紙
芝
居
、
食
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な

ど
を
実
施
し
、
地
域
に
密
着
し
た

食
育
実
践
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
、

こ
こ
ろ
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
豊
岡
女
性
交
流
会（
中
央
町
）

　

地
域
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る「
子
ど
も
教
室
」や
、
三
世
代

交
流
会
の
企
画
を
行
い
、
伝
統
的

な
遊
び
を
通
し
て
、
子
育
て
の
良

き
相
談
役
に
な
る
な
ど
、
こ
こ
ろ

豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

▽
竹
野
南
小
学
校
児
童
会（
竹
野

町
御
又
）

　

空
き
缶
回
収
を
行
い
、
集
め
た

空
き
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
資
金
で
多

く
の
車
い
す
や
福
祉
用
具
を
購
入

し
、
地
域
の
福
祉
施
設
へ
の
寄
付

を
長
年
続
け
る
な
ど
、
こ
こ
ろ
豊

か
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す▲市長への受賞報告

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。



●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000
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日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

日時 場所

５月２日（木）午前10時15分～ 総合体育館芝生広場

５月８日（水）午後１時30分～ 中央公園（ふれあい）

５月15日（水）午前10時15分～コウノトリ但馬空港・芝生公園

５月20日（月）午後１時30分～ 正法寺ふれあい公園

５月30日（木）午前10時15分～ しばっこ広場（アイティ７階）
※雨天および悪天候の場合は中止

催
　
し

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
戸
外
遊
び
、
遊
具

で
の
遊
び
、
子
育

て
相
談
・
情
報
交

換
な
ど

■
食
育
講
座
マ
マ
の

 「
た
め
に
な
る
ク
ッ
キ
ン
グ
」

日
5
月
27
日（
月
）午
前
9
時
45
分

　
〜
午
後
1
時
30
分

所
五
荘
地
区
公
民
館（
上
陰
）

対
子
育
て
中
の
親

内
春
の
味
、
旬
の
味
を
子
ど
も
に

伝
え
る

講
師
管
理
栄
養
士
　
田
中
香
代
子

さ
ん

料
1
家
族
5
0
0
円

定
20
人

申
期
5
月
13
日（
月
）

他
一
時
保
育
あ
り（
15
人
）

問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　
☎
24

4
6
0
4

■
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

日
5
月
22
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
　
※
雨
天
中
止

所
児
童
公
園（
J
R
竹
野
駅
横
、　

竹
野
町
草
飼
）　

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
ま
ま
ご
と
遊
び
、

ボ
ー
ル
遊
び

問
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　
☎
47

2
0
3
0

■
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

日
5
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
）午

前
10
時
15
分
〜
11
時
30
分

※
雨
天
や
公
園
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
が
悪
い
場
合
は
中
止

所
日
高
町
民
公
園（
日
高
町
国
分

寺
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
固
定
遊
具
や
芝
生
広
場
で
遊
ぶ

問
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　
☎
42

4
6
1
0

■
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

日
5
月
8
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

所
高
橋
認
定
こ
ど
も
園（
但
東
町

久
畑
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
園
庭
の
遊
具
で
遊
ぶ

問
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　
☎
21

9
0
7
9

市
民
と
議
会
と
の
懇
談
会      

〜
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
〜

　
本
年
度
か
ら
、
議
会
の
報
告
と

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
伺
う

「
市
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
」を
開

催
し
ま
す
。

問
議
会
事
務
局
☎
23

1
1
1
9

日時 場所

５月23日（木）
午後７時30分
～９時

城崎支所２階　大会議室
竹野支所１階　大会議室
五荘地区公民館２階　多目的ホール
港地区公民館２階　大会議室

５月24日（金）
午後７時30分
～９時

日高農村環境改善センター１階　多
目的ホール
出石支所２階　大会議室
但東支所２階　大会議室
豊岡地区公民館　集会室

※いずれの会場でも参加可
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日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

第
92
回
水
道
ま
つ
り 

日
5
月
11
日（
土
）午
前
10
時
30
分
〜

所
寿
公
園（
中
江
翁
銅
像
前
、
泉

町
）

内
式
典（
献
茶
・
献
花
）、
お
茶
会

（
二
見
湧
き
水
使
用
、
午
前
11

時
〜
正
午
）

問
水
道
課
☎
22

5
3
7
7

近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

日
5
月
19
日（
日
）午
後
2
時
〜

所
近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学
　
和わ

花が
と
き
ホ
ー
ル

季
会
館（
戸
牧
）

対
小
学
生
〜
高
校
生
、
障
害
者

出
演
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
　
ピ
エ

ー
ル
・
ア
モ
イ
ヤ
ル
さ
ん
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
　
山
田

武
彦
さ
ん

定
16
人

申
期
5
月
10
日（
金
）

申
問
近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学

　
☎
22

6
3
6
1

花
と
緑
で
心
豊
か
な
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
！「
第
12
回
と
よ
お
か

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
」

会
期
　

・
日
高
地
域（
神
鍋
以
外
）…
5
月

24
日（
金
）〜
28
日（
火
）

・
豊
岡
･
城
崎
･
但
東
地
域
…
5

月
31
日（
金
）〜
6
月
4
日（
火
）

他
開
催
場
所
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ

問
と
よ
お
か
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

シ
ョ
ー
実
行
委
員
会
　
北
井
　

進
さ
ん

　
☎
0
9
0
4
5
6
9
9
5
7
3

募
　
集

地
域
力
再
生
事
業
を
募
集
し
ま
す

〜
地
域
活
動
団
体
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
〜

　
市
で
は
、ま
ち
づ
く
り
や
市
民

活
動
の
基
本
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
市
民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
自

主
的
・
主
体
的
な
取
組
み
に
対
し
、

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
団
体
自
治
会
や
各
種
実
行
委

員
会
、
市
民
で
構
成
さ
れ
た
ま

ち
づ
く
り
団
体
な
ど

対
象
事
業
ソ
フ
ト
事
業（
イ
ベ
ン

ト
開
催
、
交
流
活
動
な
ど
）で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
新

た
な
取
組
み
と
認
め
ら
れ
る
事

業
・
地
域
力
の
活
性
化
を
図
る
事
業

・
地
域
の
特
性
や
資
源
を
生
か
し
、

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
事
業

・
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
事
業

・
参
画
と
協
働
の
促
進
を
図
る
事

業
事
業
実
施
期
間
4
月
1
日（
月
）〜

平
成
26
年
3
月
31
日（
月
）の
間

に
実
施
し
、
完
了
す
る
事
業

助
成
額
1
事
業
30
万
円（
限
度
額
）

※
最
長
2
年
間
助
成

補
助
率
1
年
目
は
助
成
対
象
経
費

の
3
分
の
2
以
内
、
2
年
目
は

3
分
の
1
以
内

選
考
方
法
提
出
さ
れ
た
事
業
企
画

書
の
書
類
審
査
お
よ
び
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
も
と
に
、
地
域
力
再
生

事
業
選
考
委
員
会
で
選
考

申
期
4
月
25
日（
木
）〜
5
月
31
日

（
金
）

申
問
政
策
調
整
課
☎
21
9
0
2
2

城
崎
温
泉
区
営
浴
場（
外
湯
）

業
務
委
託
者
募
集

応
募
資
格
市
内
在
住
で
、
通
勤
可

能
な
62
歳
ま
で
の
健
康
な
方

業
務
内
容
外
湯
接
客
お
よ
び
管
理

業
務
な
ど

募
集
人
員
1
組（
男
性
1
人
・
女

性
1
人
の
2
人
で
1
組
）

委
託
料
月
額
約
50
万
円（
浴
場
、時

間
帯
で
異
な
る
）

委
託
予
定
平
成
28
年
3
月
ま
で

申
方
城
崎
温
泉
課
に
あ
る
応
募
用

紙
に
記
入
の
上
、
持
参

申
期
4
月
26
日（
金
）〜
5
月
17
日

（
金
）午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
休
日
を
除
く

申
問
城
崎
温
泉
課

　
☎
32

0
1
1
7

山
陰
海
岸
国
立
公
園
竹
野
地
区

パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
ス
ノ
ー
ケ
ル
教
室
、
ネ
イ
チ
ャ

ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
指
導
補
助
、

海
岸
清
掃
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
20
歳
以
上
の
方

活
動
拠
点
竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン

タ
ー
・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

（
竹
野
町
切
浜
）

資
格
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
に
は
、

次
の
2
日
間
の
講
習
を
受
け
る

必
要
あ
り

・
日
時
…
6
月
1
日（
土
）午
後
1

時
〜
5
時
、
2
日（
日
）午
前
9

時
〜
午
後
4
時

・
場
所
…
竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン

タ
ー
・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

※
宿
泊
を
希
望
の
方
は
連
絡
必
要

任
期
登
録
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日

※
希
望
に
よ
り
更
新
可
能

申
期
5
月
24
日（
金
）午
後
5
時

申
問
環
境
省
竹
野
自
然
保
護
官
事

務
所
☎
47

0
2
3
6
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回 開催日 内容

1 ５月15日（水）ストーリーテリングとは-その歴史と子どものかかわりにおいて-

2 ６月19日（水）よりよい語り手となるために①-ことばに対する感覚をみがく-

3 ７月17日（水）よりよい語り手となるために②-おはなしを選ぶ力をつける-

4 10月16日（水）よりよい語り手となるために③-おはなしを覚えるには-
5 11月20日（水）研修発表-受講生による「おはなし会」-
※時間は、午後１時30分～３時30分

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
習
会・

入
門
編（
全
5
回
）受
講
生
募
集

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

講
師
甲
南
女
子
大
学
講
師　

芦
田

悦
子
さ
ん

料
2
千
円（
各
回
の
み
受
講
す
る

場
合
は
、
1
回
5
0
0
円
）

定
40
人

※
余
裕
が
あ
る
場
合
の
み
、
各
回

の
参
加
を
受
け
付
け

申
期
4
月
25
日（
木
）〜
5
月
13
日

（
月
）

他
一
時
保
育
を
希
望
す
る
方
は
、

5
月
2
日（
木
）ま
で
に
申
込
み

必
要

申
問
図
書
館
本
館

　

☎
23

6
1
5
1

■
紙
芝
居
屋
さ
ん
が
や
っ
て
く
る
！

日
5
月
19
日（
日
）午
後
2
時
〜
3
時

所
竹
野
支
所
前
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
は
、
竹
野
地
区
公

民
館（
竹
野
支
所
2
階
）

内
昔
懐
か
し
い
紙
芝
居
屋
さ
ん
の

紙
芝
居
実
演

問
図
書
館
竹
野
分
館

　

☎
21

9
0
7
8

教
室・講
座
・
講
習

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー

日
5
月
16
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階　

会
議

室（
大
磯
町
）

テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
地

域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

内・
豊
岡
市
の
発
電
事
業
の
目
的

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
と
買
取
制
度

・
太
陽
光
発
電
の
採
算
が
合
わ
な

い
と
思
い
込
ま
れ
る
訳

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域

の
活
性
化　

・
農
山
漁
村
で
の
発
電
情
勢

・
こ
れ
か
ら
の
太
陽
光
発
電

・
み
ん
な
で
取
り
組
む「
発
電
事
業
」

・
加
速
す
る
電
力
小
売
り
自
由
化

定
2
0
0
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

申
問
一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
建
築

士
会
豊
岡
支
部　

株
式
会
社
キ

ヅ
キ
商
会
☎
22

5
1
6
9

普
通
救
命
講
習

講
習
種
別
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
3

時
間
講
習
）

日
5
月
19
日（
日
）午
前
9
時
〜
正
午

所
出
石
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

多

目
的
ホ
ー
ル（
出
石
町
福
住
）

内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
使
用
方
法
、
大
出
血
時

の
止
血
法
、
窒
息
時
の
処
置

定
30
人

申
方
豊
岡
消
防
署
、
各
分
署
、
出

張
所
お
よ
び
駐
在
所
に
あ
る
所

定
の
申
込
用
紙（
消
防
本
部
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記

入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
5
月
15
日（
水
）必
着

申
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係

　
☎
24
8
0
3
8
Ｆ
24
1
2
7
8

　
メshobo-keibo@

city.
toyooka.lg.jp

　
ホhttp://119.city.

toyooka.lg.jp

水
彩
画
教
室

■
パ
ー
ト
Ⅰ

日
5
月
28
日
、
6
月
11
日
・
25
日
、

7
月
9
日
・
23
日
、9
月
10
日
・

24
日
、
10
月
8
日
・
22
日
、
11

月
12
日
・
26
日
の
い
ず
れ
も
火

曜
日
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30

分（
全
11
回
）

※
日
時
の
変
更
の
可
能
性
あ
り

■
パ
ー
ト
Ⅱ

日
5
月
30
日
、
6
月
13
日
・
20
日
、

7
月
4
日
、
8
月
1
日
、
9
月

5
日
・
19
日
、
10
月
10
日
・
24

日
、
11
月
7
日
・
21
日
の
い
ず

れ
も
木
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分　

全
11
回
）

※
日
時
の
変
更
の
可
能
性
あ
り

共
通
事
項

所
出
石
支
所　

会
議
室

講
師
尾
川
地ち

十と

子し

さ
ん

料
1
万
4
千
円（
材
料
費
込
み
）

定
各
10
人

持
絵
の
具
、
筆
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
な
ど

※
道
具
の
一
括
購
入
可

申
期
5
月
7
日（
火
）〜
20
日（
月
）

他・
教
室
で
描
い
た
絵
は
、
12
月
ご

ろ
の
企
画
展
で
展
示
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・
申
込
み
後
、
ク
ラ
ス
の
変
更
も

可
能
な
限
り
対
応

申
問
伊
藤
清
永
美
術
館

　

☎
52

5
4
5
6

酒
害
教
室

○
第
1
回「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

と
は
？
」

日
5
月
8
日（
水
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分

講
師
医
師　

大
久
保
聡さ
と

子こ

さ
ん

○
第
2
回「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
治
療
と
回
復
」

日
5
月
16
日（
木
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分

講
師
医
師　

宮
城
崇た
か

史し

さ
ん

○
第
3
回「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

者
の
心
理
と
家
族
の
問
題
」

日
5
月
23
日（
木
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分

講
師
臨
床
心
理
士　

田
口
久
芳
さ
ん

○
第
4
回「『
断
酒
会
・
A
A
会　

員
』を
囲
ん
で
」

日
5
月
27
日（
月
）午
後
3
時
〜
4  

時
30
分

講
師
医
師　

吉
岡
隆り
ゅ
う

一い
ち

さ
ん

共
通
事
項

所
公
立
豊
岡
病
院　

多
目
的
室

（
本
館
3
階
、
戸
牧
）

対
お
酒
を
や
め
ら
れ
な
い
方
、
お

酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
家
族

な
ど

申
問
公
立
豊
岡
病
院
精
神
科
外
来

　
☎
22
6
1
1
1
Ｆ
22
0
0
8
8

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

日
4
月
6
日（
土
）〜
平
成
26
年
3

月
30
日（
日
）毎
週
土
曜
日
と
隔

週
の
日
曜
日
午
後
1
時
〜
5
時

※
雨
天
中
止

所
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
戸
牧
）

※
冬
季
は
、
隔
週
で
総
合
体
育
館

対
小
学
2
〜
6
年
生

料
年
間
7
千
円（
ス
ポ
ー
ツ
障
害

保
険
の
加
入
金
が
別
途
必
要
）

定
15
人
程
度

持
運
動
が
で
き
る
服
装
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ（
な
け
れ
ば
底
の
平

ら
な
靴
）、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ラ
ケ

ッ
ト（
貸
出
し

ラ
ケ
ッ
ト
も
若

干
あ
り
）な
ど

申
方
事
前
に
メ
ー
ル
で
連
絡
ま
た

は
当
日
直
接
来
場

申
期
随
時

申
問
豊
岡
ジ
ュニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
代
表　

米
谷
真
司
さ
ん

　
☎
0
9
0
8
7
9
9
5
3
5
5

　
メtoyooka.junior.stf

@
gm
ail.com

杞
柳
編
み
組
教
室

日
5
月
〜
平
成
26
年
3
月
の
第

1
・
3
土
曜
日
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分（
全
20
回
）

所
玄
武
洞
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
別
棟　

2
階　

和
室（
赤
石
）

内
初
心
者
コ
ー
ス
か
ら

高
度
な
作
品
作
り
ま

で
参
加
者
に
応
じ
た

指
導
を
行
う

講
師
伝
統
工
芸
士　

宮
崎
和
子
さ
ん

料
年
額
1
万
8
千
円

申
期
5
月
10
日（
金
）

※
途
中
か
ら
の
参
加
も
可

他
教
室
の
見
学
可

申
問
兵
庫
県
杞
柳
製
品
協
同
組
合

☎
23

3
8
2
1

相
　
談

司
法
書
士
に
よ
る

　

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
5
月
18
日（
土
）午
後
1
時
〜
4

時　

※
予
約
制

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

4
階　

経
営

研
修
室（
大
磯
町
）

申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
5
月
18
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6

94

0
6
0
6

試
　
験

第
14
回
e エ
コ
c
o
検
定
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

e
c
o
検
定（
環
境
社
会
検
定

試
験
）は
、市
内
で
受
験
で
き
ま
す
。

日
7
月
21
日（
日
）午
後
1
時
30
分

〜（
制
限
時
間
2
時
間
）

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

豊
岡
商
工
会

議
所
会
議
室（
大
磯
町
）

受
験
資
格
学
歴
、
年
齢
、
性
別
、

国
籍
に
よ
る
制
限
な
し

料
5
2
5
0
円

申
方
電
話
ま
た
は
東
京
商
工
会
議

所
検
定
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
手
続
き

申
期
5
月
7
日（
火
）

〜
6
月
7
日（
金
）

申
東
京
商
工
会
議
所
検
定
セ
ン
タ
ー

　

☎
03

3
9
8
9

0
7
7
7

　
ホhttp://w

w
w
.kentei.org/

問
豊
岡
商
工
会
議
所
検
定
試
験
担

当
☎
22

4
4
5
6
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月日 担当医師・
住所

５
月

12日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

19日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

そ
の
他

育
成
医
療
の
申
請
窓
口
が

変
わ
り
ま
し
た

　

法
改
正
に
伴
い
、4
月
1
日
か
ら
、

自
立
支
援
医
療（
育
成
医
療
）の
申

請
窓
口
が
、
豊
岡
健
康
福
祉
事
務

所
か
ら
市
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
申
請
に
必
要
な

書
類
の
様
式
も
変
更
し
ま
し
た
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、市
で
は
、
申
請
日
か
ら
さ

か
の
ぼ
っ
て
の
支
給
認
定
は
行
い

ま
せ
ん
。
治
療
予
定
の
あ
る
方
は
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
必
要
書
類
自
立
支
援
医
療
費

（
育
成
）支
給
認
定
申
請
書
、
自

立
支
援
医
療（
育
成
医
療
）意
見

書
、
健
康
保
険
証
の
写
し

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、前

年
の
収
入
が
確
認
で
き
る
も
の

問
社
会
福
祉
課

　
☎
24
7
0
3
3
Ｆ
24
4
5
1
6

個
人
県
民
税
の
税
額
控
除
の
対
象

寄
附
金
が
追
加
に
な
り
ま
し
た

　

認
定
N
P
O
法
人
お
よ
び
仮
認

定
N
P
O
法
人
の
う
ち
、
県
内
に

主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
も
の
に

寄
附
を
行
っ
た
場
合
、当
該
寄
附
金

額
の
一
定
割
合
に
相
当
す
る
額
を
、

個
人
県
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
税
額
控
除
の
実
施
時

期
は
、
平
成
25
年
1
月
以
降
の
寄

附
分
か
ら
適
用（
平
成
26
年
度
個

人
県
民
税
か
ら
適
用
）さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
認
定
N
P
O
法
人

等
の
名
称
な
ど
の
詳
細
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
兵
庫
県
企
画
県
民
部
税
務
課

　

☎
0
7
8
3
4
1
7
7
1
1

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

場
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

「
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
」

の
開
催
時
期
を
変
更
し
ま
す

　

兵
庫
神
鍋
高
原

マ
ラ
ソ
ン
全
国
大

会
は
、
例
年
8
月

最
終
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
25
年
度
の
大
会
開
催

は
見
合
わ
せ
、平
成
26
年
6
月
22
日

に
開
催
す
る
こ
と
を
、同
大
会
実

行
委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
ラ
ン
ナ
ー
や
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
開
催
時
期
の
変
更
理
由
】

　

参
加
ラ
ン
ナ
ー
の
安
全
確
保
の

た
め

・
開
催
場
所
は
高
原
で
あ
る
が
、

近
年
は
大
会
当
日
、
最
高
気
温

36
・
2
度
を
観
測
す
る
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
に
よ

り
、熱
中
症
や
脱
水
症
状
を
訴
え

る
ラ
ン
ナ
ー
が
相
次
い
で
い
る
。

・
医
療
関
係
者
や
地
元
関
係
者
と

協
議
を
重
ね
た
結
果
、ラ
ン
ナ
ー

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
最

優
先
で
あ
り
、
開
催
時
期
の
変

更
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。

〔
開
催
時
期
の
選
定
に
あ
た
り

考
慮
し
た
こ
と
〕

・
秋
は
、
全
国
的
に
市
民
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
多
く
開
催
さ
れ
、
市

内
の
既
存
イ
ベ
ン
ト
も
多
い
た

め
、
本
市
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

開
催
日
に
は
適
さ
な
い
。

・
但
馬
内
の
他
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と
の
日
程
の
競
合
を
避
け
る
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21

9
0
2
3

マ
ダ
ニ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

ウ
イ
ル
ス
を
保
有
す
る
マ
ダ
ニ

に
か
ま
れ
る
こ
と
で
、
病
気
に
な

り
死
亡
し
た
と
さ
れ
る
例
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ダ
ニ
は
、
全
国
の
森
林
や
草

地
に
生
息
す
る
体
長
3
〜
4
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
比
較
的
大
型
の
ダ
ニ

で
、
家
庭
内
に
生
息
す
る
ダ
ニ
と

は
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

　

マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
な
い
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
マ
ダ
ニ
が
生
息
す
る
と
思
わ
れ

る
草
む
ら
や
や
ぶ
な
ど
に
は
、

で
き
る
だ
け
入
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
入

る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う

靴
を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を
少

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

・
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
と
き
は
、

無
理
に
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、

で
き
る
だ
け
病
院
で
処
置
を
し

お詫びと訂正　3月25日号、５ページの「NOMOベースボールクラブ始動」記事中の「選手勤務先（50音順）」中、「花のれん」とあるのは「花まんだら」の誤りでした。お詫びし訂正します。



広報とよおか　2013.4.2531
FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

園名 電話 開催日 時間 実施月 第１回目
港認定こども園 28-2107

第２水曜日
（※８月は
第１水曜日）

９：30～
11：00

５月～平
成26年２
月

５月８日

八条認定こども園 22-3960

西保育園 23-0018

東保育園 23-3893

竹野認定こども園 47-0153

森本へき地保育園 48-0300

合橋認定こども園 54-0105 第３火曜日９：30～11：30 ５月21日

高橋認定こども園 55-0405 第３金曜日

９：30～
11：00

５月17日

資母認定こども園 56-0245 第３木曜日 ５月16日

豊陵保育園 23-2772 第２水曜日
６、７月、
９月～平
成26年２
月

６月12日

出石愛育園 52-2137 火・金曜日９：30～11：30
４月～平
成26年３
月

４月26日

園名 電話 曜日 時間
港認定こども園 28-2107

毎週水・金曜日 ９：30～11：00

八条認定こども園 22-3960
西保育園 23-0018
東保育園 23-3893
竹野認定こども園 47-0153
森本へき地保育園 48-0300
合橋認定こども園 54-0105

毎週月～土曜日 ９：00～11：00高橋認定こども園 55-0405
資母認定こども園 56-0245
豊陵保育園 23-2772 毎週水・金曜日 ９：30～11：00
みえ保育園 24-0462 毎週土曜日 ９：30～12：00
チャイルドハウス保育園 29-3900 毎週土曜日 ９：30～11：45
城崎こども園 32-2269 毎週土曜日 ９：30～14：00
こくふこども園 42-1717

毎週水・金曜日

９：00～11：30
八代保育園 42-1731 ９：30～11：30
蓼川保育園 42-0169

９：00～11：30

蓼川第二保育園 42-1122
静修保育園 42-1056
三方保育園 44-0610
清滝保育園 45-0450
西気保育園 45-0152
出石愛育園 52-2137 毎週月～土曜日 ９：30～11：30小坂保育園 53-2700

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
後
に
、
発

熱
な
ど
の
症
状
が
出
た
と
き
は

病
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
☎
23

5
3
0
4

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
公
開
保
育

　

次
の
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

で
は
、
在
宅
の
親
子
を
対
象
に
公

開
保
育
を
行
い
ま
す
。

　

季
節
の
行
事
な
ど
も
取
り
入
れ

て
活
動
し
ま
す
。
子
育
て
に
関
す

る
悩
み
な
ど
を
相
談
す
る「
子
育

て
相
談
コ
ー
ナ
ー
」も
あ
り
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
在
宅
の
0
〜
5
歳
の
児
童
と
保

護
者

持
上
履
き
、
帽
子
、
着
替
え
、
水

筒
な
ど

他・
事
前
申
込
み
は
不
要
。
当
日
、

各
園
に
直
接
来
園

・
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
自
転

車
ま
た
は
徒
歩
で
来
園

・
活
動
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
各

園
に
問
い
合
わ
せ

問
各
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
ま

た
は
こ
ど
も
育
成
課
幼
保
支
援

係
☎
22

4
4
5
2

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園　

 

園
庭
開
放

　

次
の
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

で
、
園
庭
を
開
放
し
ま
す
。

　

親
子
で
遊
具
で
遊
ん
だ
り
し
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
4
月
〜
平
成
26
年
3
月
ま
で

※
祝
日
を
除
く

他・
保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要

・
事
前
申
込
み
不
要

問
各
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
ま

た
は
こ
ど
も
育
成
課
幼
保
支
援

係
☎
22

4
4
5
2



　図書館本館では、「こどもの読書週間（４／23～５／12）」
にあわせて“おたのしみひろば”を開催します！
　家族そろって、楽しいひとときを過ごしませんか。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

日　時：５月11日（土）午後２時～３時30分
場　所：図書館本館　２階　視聴覚講演室　
内　容：大型紙芝居の上演、歌と楽器演奏
参加費無料、申込み不要でどなたでも参加できます。

田んぼの本
< 一 般 >

田んぼで遊ぼう！
～にっぽんの里遊び入門～
里と生きものネットワーク／編（地球丸）

　田んぼは稲を育てる場所であるとと
もに、生き物を養う場所でもある。シ
ロツメクサの王冠やスズメノテッポウ
の笛など草花を使った遊びや、かえる
やトンボの捕まえ方見分け方など、子
どもの頃にしていた、懐かしい田んぼ
遊びを思い出してみませんか？

< じ ど う >
里山のおくりもの
今森光彦／写真・文（世界文化社）

　山を切り開いて作られた棚田とその周
りにいる小さな生き物たち。春夏秋冬
の里山の風景は、棚田の稲の成長とと
もに移り変わります。写真家今森光彦
が、自身の住む里山の自然を美しい写
真とともに紹介しています。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

5月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

5月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名

1 水 10：30～
本館 いっしょにおはなし会　幼
竹野 にじっこえほん（竹野子育てセンター）　乳 幼
出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
2 木
3 金 （休館日）
4 土 （休館日）
5 日
6 月
7 火 （休館日）
8 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
9 木
10 金

11 土 10：30～

城崎 おはなしランド（工作 : 簡単かぶと）　児　
竹野 テーマであそぼ！｢おべんとうもって　ピクニック♪」

（工作：折り紙お弁当）　幼 児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児
但東 おはなしのもり（工作：こいのぼりつくり）　幼 児

14：00 本館 子ども読書週間事業・おたのしみひろば　幼 児
12 日
13 月
14 火 （休館日）

15 水
10：30～

本館
いっしょにおはなし会　幼　

11：00～ おはなしのゆりかご　乳
13：30～ ストーリーテリング講習会・入門編（第１回）　般

16 木 10：30～ 日高 絵本の時間（日高子育てセンター）　乳
17 金
18 土 14：00～ 本館 おはなし会　幼
19 日 14：00～ 竹野 紙芝居屋さんがやってくる！（竹野支所前広場）　幼 児 般
20 月
21 火 （休館日）
22 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼　

23 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳
出石 えほんのとびら　乳 幼

24 金

25 土

10：10～ 本館 読み聞かせ研修会　般

10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼
26 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
27 月
28 火 （休館日）
29 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼　
30 木
31 金 （休館日）
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5月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

絵本の読み聞かせ＆折り紙製作

日　時 ８日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 固定遊具や芝生で遊ぶ（雨天中止）　※お茶と帽子を持参

日　時 15日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 パネルシアター、親子遊び（わらべうた遊び、手遊び）など
参加費 親子１組100円（おやつ代） 申込開始 ７日（火）

日　時 29日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着15組
内　容 親子体操、ベビーマッサージ 申込開始 18日（土）

日　時 22日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　
内　容 絵本の読み聞かせ、本の紹介、季節の折り紙製作

運動遊び（グループ会員募集）

おたのしみ交流会

親子３B体操

わらべうた遊び＆ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時

①わらべうた遊び ９日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 16日（木）午前10時30分～
③ほっとたいむ 23日（木）午前11時～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①わらべうたやいろいろな遊び②紙芝居やいろ

いろな遊び　③唱歌や童謡を歌う
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

絵本の読み聞かせの会

なかよし広場

そとあそび広場　於：宵田小公園（現地集合）

なかよし広場

体験農園（さつまいも苗植え）　雨天順延

日　時 16日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 23日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦　
内　容 保健師の話、計測

日　時
①わにグループ　５/17（金）、６/13（木）、７/５（金）、８/２（金）、
９/４（水）、10/３（木）、11/６（水）　午後１時30分～２時30分
②くまグループ　５/23（木）、６/14（金）、７/11（木）、８/８（木）、
９/５（木）、10/18（金）、11/８（金）　午後１時30分～２時30分

対　象 ①２～３歳の幼児と保護者　20組②３～４歳の幼児と保護者　20組
内　容 楽しい親子運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子 申込開始 ２日（木）

日　時 17日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、相談、親子遊び、交流、計測
持ち物 母子手帳

日　時 18日（土）午前10時30分～11時30分
場　所 但東町相田　さつまいも畑
対　象 乳幼児と保護者（きょうだいの参加可）
持ち物 お茶、手袋、長靴、ぼうし

おはなし広場

なかよしグングン広場　於：豊岡市民プラザ

おたのしみ広場

なかよし広場　於：豊岡市民プラザ

おやこっこ運動遊び

子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ　練習室

そとあそび広場　於：城崎スポーツ広場

絵本の読み聞かせと折り紙

日　時 ４日（土）、18日（土）、25日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 10日（金）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳以上の幼児と保護者
内　容 集団遊び＆自由遊び、子育て＆歯科相談など
スタッフ 保育士、保健師、歯科衛生士、看護師

日　時 11日（土）午前11時～正午
対　象 乳幼児、小学生と保護者　先着130人
内　容 いろいろ体験（音楽遊びや体操遊び、人形劇､ パネルシアター）
スタッフ「こどもの館」体験活動指導員 申込開始 １日（水）

日　時 22日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 30日（木）午後１時30分～２時45分
対　象 １・２歳の幼児と保護者　先着20組
内　容 楽しい親子運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子
申込開始 20日（月）

日　時 24日（金）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
テーマ  ｢子どもに集団生活が必要なわけ｣ 申込開始 15日（水）

日　時 10日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外遊び（雨天時は中止）

日　時 23日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙あそび

パパと遊ぼうデー

わいわいコーラス

なかよし広場

日　時 11日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 いっぱい遊ぼう

日　時 14日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 15日（水）午前10時～正午
対　象 １歳くらいまでの乳児と保護者、妊婦
内　容 計測、保健師のミニ講話、ベビー体操、乾布摩擦、リラックス体操など
持ち物 バスタオル､ハンドタオル､飲物

日　時 １日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

にじっこ絵本

日　時 11日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■豊岡市民プラザアートスクール
　オペラ鑑賞教室
　講師に声楽家藤原俊輔氏を
迎え、分かりやすい解説を交
え、大スクリーンで楽しみ
ながらオペラを鑑賞します。

■オペラ『セビリャの理髪師』ワンコイン･
プレ･レクチャー

　美しい映像や関西気鋭の歌手
による生演奏を交えながら、日
下部吉彦さんが『セビリャの理髪
師』の魅力をお届けします。楽し
く詳しくオペラ予習‼

■とよおか･シネマオアシスvol.11
　『あなたへ』
　北陸にある刑務所の指導技
官･倉島英二は、最愛の妻を53
歳で亡くし、｢故郷の海に散骨
してほしい｣と記された絵手紙
を受け取る。生前には口にし
なかった妻の真意を知るため、
英二は自家製キャンピングカ
ーで妻の故郷･長崎に向かう。

■第六回ひぼこＹ
よ さ こ い

ＯＳＡＫＯＩ祭り
　舞台・客席の壁を取り払った、一体感溢れる空間
をお楽しみください。

■中野勘太郎一座ファイナル公演
　｢一本刀土俵入｣～涙・笑い・感動の軌跡～
　７月14日（日）

　６月16日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由　500円（友の会会員　400円）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　６月７日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　６月30日（日）
　　１回目　上映10：30（開場10：00）
　　２回目　上映14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由　一般1,000円（友の会　900円）
　　　　　中学生以下500円
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　６月14日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　５月25日（土）
　　開演19：00（開場18：30）
◇出演団体　但馬地域のよさこいチーム
◇入場料　無料（全席自由）
◇一時保育　５月16日（木）までに申し込みください。

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

◇日時・内容　①５月17日（金）『セビリヤの理髪師』
　　　　　　　②５月24日（金）『魔笛』
　　　　　　　③６月14日（金）『リゴレット』
　　　　　　　いずれも19：00～
◇場　所　ほっとステージ
◇受講料　無料（申込み要）
◇募集期間　４月25日から各回定員150人に達する

まで
※当日参加も可能ですが、できるだけ事前に申し込
みください。

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
ひぼこホール、図書館本館･但東分館、城崎･竹野･
日高地区公民館でも購入できます。

■デフ・パペットシアター・ひとみ
　『森と夜と世界の果てへの旅』＆ワークショップ
　原作は、ナイジェリ
ア人作家エイモス・チ
ュツオーラの『やし酒飲
み』です。デフ・パペッ
トシアター・ひとみが
魔術的で自由奔放な世
界観を人形劇化！多種多様な人形によるエネルギ
ッシュな冒険旅行です。
　劇団員によるワークショップも同時開催します
（チケット購入特典、申込み要）。

　６月22日（土）　開演14：00
　 ワークショップ「手と手でおはなししよう」　開講11：00
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　デフ・パペットシアター・ひとみ
◇入場料　一般1,000円、高校生以下500円、親子券

1,200円（前売りのみ）※当日各200円増

出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）
☎52－6222 FAX 53－2131（火曜日休館）

　　　　　昼の部　開演13：00（開場12：30）
　　　　　夜の部　開演18：30（開場18：00）
◇入場料　全席指定　Ａ席1,500円、Ｂ席1,000円
　　　　　桟敷席（ペア）2,400円（当日券各500円増）
◇チケット発売日　友の会　５月５日（日･祝）
　　　　　　　　　一　般　５月12日（日）

日下部吉彦さん
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平成25年４月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

5月の主な行事
MAY

平成25年

15（水）
16（木）
17（金）豊岡市民プラザ　アートスクールⅣ　オペ

ラ講座その２（19：00～豊岡市民プラザ）

18（土）
19（日）田んぼの学校

（９：30～コウノトリ文化館周辺）
「紙芝居屋さんがやってくる！」

（14：00～竹野支所前駐車場）

20（月）豊岡市生きもの共生の日
21（火）
22（水）なかよし広場

（９：30～豊岡市民プラザ）

23（木）絵本の読み聞かせと折り紙
（10：30～城崎子育てセンター）

なかよし広場（10：30～日高子育てセンター）

24（金）豊岡市民プラザ　アートスクールⅣ　オペ
ラ講座その３（19：00～豊岡市民プラザ）

25（土）第六回ひぼこYよ さ こ い
OSAKOI祭り

（19：00～出石文化会館ひぼこホール）
第１回花火フェスタ（21：00～城崎温泉街）

26（日）第18回奈佐森林公園まつり
（９：00～奈佐森林公園）

T
た じ ま
AJIMAD

ド ー ム
OMEフェスティバル2013～春物

語～（10：00～県立但馬ドーム）

27（月）
28（火）
29（水）チャレンジデー2013

（０：00～21：00市内全域）

30（木）
31（金）

ひ
と
り
ご
と

1（水）第６回特別展｢鳥―ヒトとトリの考古学―｣（但馬国府・国分寺館、～７日）
企画展「南極でとり壊された犬ゾリ」

（植村直己冒険館、～28日）
にじっこ絵本（10：30～竹野子育てセンター）
えほんの読み聞かせ

（10：30～出石子育てセンター）

2（木）
3（金）憲法記念日しょうぶ湯まつり（城崎温泉外湯、～６日）

神鍋ジュニアサッカースプリングカーニバル
（９：00～県立但馬ドームなど）

豊岡市民プラザ10周年感謝祭
（14：00～豊岡市民プラザ）

4（土）みどりの日
5（日）こどもの日カラオケまつり（10：30～豊岡市民プラザ）

6（月）振替休日
7（火）
8（水）豊岡ノーマイカーデー（市全域）
9（木）第29回企画展「但馬国分寺跡　発掘調査40年」（但馬国府・国分寺館、～８月27日）

10（金）なかよしグングン広場（９：30～豊岡市民プラザ）
そとあそび広場（10：30～城崎スポーツ広場）
豊岡市民プラザ　アートスクールⅣ　オペ
ラ講座その１（19：00～豊岡市民プラザ）

11（土）第92回水道まつり（寿公園）パパと遊ぼうデー
（10：30～竹野子育てセンター）

パパと遊ぼうD
デ ー
AY！

（10：30～日高子育てセンター）

12（日）神鍋山菜まつり＆草花まつり（10：00～道の駅｢神鍋高原｣）

13（月）
14（火）

▼
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Ⓞ

合　計 男　性 女　性 世帯数
87,040人（－209人） 41,744人（－97人） 45,296人（－112人） 32,586世帯（＋21世帯）
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中江種造 （1846～1931）
京町出身　　実業家

1846年 京町に生まれる
1858年 13歳　中江家の養子となる
1868年 22歳　砲術家の久

く

世
ぜ

治
じ

作
さく

に
出会い、化学を勧められる
　フランス人コワニエに随
行して生野鉱山に勤務する

1875年 29歳　古
ふる

河
かわ

市
いち

兵
べ

衛
え

の顧問技
　　　　師となる　翌年、足

あし

尾
お

銅山の買収を勧め、
　　　　自ら経営にあたる
1885年 39歳　古河家顧問を辞め、独立　銅山の経

営に次々とあたる
1896年 50歳　製糸場拡

かく

産
さん

社
しゃ

（日高村）を買収
1897年 51歳　宝

ほう

林
りん

銀行（豊岡町）の責任社員となる
1899年 53歳　妙楽寺に別荘の敷地を購入する
1898年 52歳　大川村（高知県）で造林事業を始める
1902年 56歳　育英基金「中江済

さい

学
がっ

会
かい

」を創設する
1907年 61歳　中江煉

れん

瓦
が

工場（豊岡町）を開設　1913
年まで操業

1917年 71歳　中江産業合資会社を設立し、1919年
まで代表役員となる

1921年 75歳　豊岡町上水道建設費全額の寄付を承
諾　二見水源地鎮祭

1922年 76歳　豊岡町上水道竣工式
1925年 79歳　上水道建設に貢献したことを称え、

寿公園に銅像が建てられる
1931年 85歳　大阪で永眠　豊岡町主催の慰霊祭が

行われる

　当時、豊岡町では円山川改修や市街地区画整理、
丹後鉄道の敷設などの「大豊岡構想」が推し進め

られていました。また、飲
み水はそれまで不衛生だっ
たため、上水道の敷設は緊
要の課題でした。彼は工事
費の全額を寄付し、その功
績を称えて豊岡町が寿公園
に銅像を建立。上水道竣工
式の行われた５月11日には、
毎年、「水道まつり」が行われ
ます。

生い立ち
　豊岡藩の武士の家に六男として生まれました
が、13歳の時に中江家の家名断絶をさけるため
に中江晨

しん

吉
きち

の養子になりました。
　当時は、ペリーが浦賀に来航して但馬地方で
も海岸防備が急務となり、また生野の変も起き
て不安な世情でした。彼は、藩士として藩内の
警備にあたり、藩の命令で火薬の取り扱いや
砲術のほか、和算（数学）や測量術も習いました。
鳥羽伏見の戦いの際には、京都で桂御所の警備
にあたり、そこで、砲術家として名高い大垣藩
士の久世治作と出会います。久世からは西洋の
理化学の重要性を説かれ、専門的な化学の知識
を身に付けていきました。同年、フランスの鉱
山技師コワニエの助手として生野鉱山に勤務し、
約２年半修行を積みました。鉱山王となるため
の第一歩を踏み出したのです。

鉱山王への道
　東京に出た後、古河市兵衛（古河鉱業の創業
者－現古河機械金属）の顧問技師となりました。
そこで足尾銅山（栃木県）や草倉銅山（新潟県）の
経営にあたり、古河鉱業を大きくしていきます。
　約10年後、独立して岡山に移住し、国

くに

盛
もり

鉱山
を手始めに東山鉱山（徳島県）、五

いつ

木
き

鉱山（熊本
県）、飯

いい

盛
もり

鉱山（和歌山県）、千
ち

原
はら

鉱山（愛媛県）
などを経営し、巨万の富を築き上げていきまし
た。

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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豊岡偉人伝　12

鉱山王と呼ばれ、郷里の産業育成に尽力した実業家　中
な か

江
え

種
た ね

造
ぞ う

郷里の産業育成へ
　富を得た彼は、造林事業にも着手し、人材を
育てるための「中江済学会」という育英基金を創
設します。また、郷里で三つの大きな事業に出
資し、自ら経営
にあたりました。
「拡産社」、「宝林
銀行」、「中江煉瓦
工場」です。これ
らは、全て経営
の立て直しを要
請されて引き受
けたものでした。

▲妙楽寺の別荘（現豊岡カトリッ
ク教会）


